
(1/27)
2023年5月18日現在

大間原子力発電所　審査会合における指摘事項について（地震・津波関係）

- SR-1 地下構造 主要な論点 第187回会合 平成27年1月27日

敷地の地下構造を把握するのに実施した調査・分析につい
て、特異な傾向の有無を確認するため、全ての評価結果を
提示すること。

2018.6.5ヒアリング
2018.6.29会合
2019.12.18ヒアリング
2020.1.17会合
2020.9.28ヒアリング
2020.11.16ヒアリング
2020.11.30ヒアリング
2020.12.18会合

- SR-2
敷地周辺

地質
主要な論点 第187回会合 平成27年1月27日

下北半島地域の地下深部の地質構造について、形成メカ
ニズム等に関する知見を収集した結果から如何に評価した
のかを示すこと。

2015.2.17ヒアリング
2015.3.9ヒアリング
2015.3.25ヒアリング
2015.4.8ヒアリング
2015.4.10会合
2015.4.27ヒアリング
2015.5.19ヒアリング
2015.5.26ヒアリング
2015.7.24会合
2017.6.28ヒアリング
2017.8.22ヒアリング
2017.9.19ヒアリング
2017.11.10会合
2018.2.27ヒアリング
2018.4.3ヒアリング
2018.5.8ヒアリング
2018.6.1会合
2019.4.23ヒアリング
2019.6.21会合
2019.10.9ヒアリング
2019.11.20ヒアリング
2019.12.20会合
2020.6.1ヒアリング
2020.7.3会合
2020.10.26ヒアリング
2020.11.5ヒアリング
2020.11.20会合
2020.12.21ヒアリング（まとめ）
2021.6.11会合(まとめ)

- SR-3
敷地周辺

地質
主要な論点 第187回会合 平成27年1月27日

敷地近傍及び周辺で確認された断層及び文献で図示され
た断層の活動性等の調査・評価結果を提示すること。

2015.2.17ヒアリング
2015.3.9ヒアリング
2015.3.23ヒアリング
2015.3.27会合
2015.4.27ヒアリング
2015.5.19ヒアリング
2015.5.26ヒアリング
2015.6.23ヒアリング
2015.7.8ヒアリング
2016.9.26ヒアリング
2016.10.4ヒアリング
2016.10.24ヒアリング
2016.11.7ヒアリング
2016.11.11会合
2016.12.14ヒアリング
2017.1.20会合
2017.11.29ヒアリング
2018.1.10ヒアリング
2018.1.22ヒアリング
2018.2.16会合
2018.4.3ヒアリング
2018.5.8ヒアリング
2018.6.1会合
2019.4.23ヒアリング
2019.6.21会合
2019.10.9ヒアリング
2019.11.20ヒアリング
2019.12.20会合
2019.12.24ヒアリング（sF系）
2020.2.17ヒアリング（sF系）
2020.4.16会合（sF系）
2020.6.22ヒアリング（sF系）
2020.9.14ヒアリング（sF系）
2020.10.9会合（sF系）
2020.12.21ヒアリング（まとめ）
2021.6.11会合（まとめ）

コメント内容 回答日
旧
No.

No. 分野 項目 指摘場所 指摘日
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2023年5月18日現在

大間原子力発電所　審査会合における指摘事項について（地震・津波関係）

コメント内容 回答日
旧
No.

No. 分野 項目 指摘場所 指摘日

【下北半島西部隆起】
2015.2.17ヒアリング
2015.3.9ヒアリング
2015.3.25ヒアリング
2015.4.8ヒアリング
2015.4.10会合
2015.4.27ヒアリング
2015.5.19ヒアリング
2015.5.26ヒアリング
2015.7.24会合
2017.6.28ヒアリング
2017.8.22ヒアリング
2017.9.19ヒアリング
2017.11.10会合
2018.2.27ヒアリング
2018.4.3ヒアリング
2018.5.8ヒアリング
2018.6.1会合
2019.4.23ヒアリング
2019.6.21会合
2019.10.9ヒアリング
2019.11.20ヒアリング
2019.12.20会合
2020.6.1ヒアリング
2020.7.3会合
2020.10.26ヒアリング
2020.11.5ヒアリング
2020.11.20会合
2020.12.21ヒアリング（まとめ）
2021.6.11会合(まとめ)

【変状】
2015.8.18ヒアリング
2016.3.16ヒアリング
2016.4.12ヒアリング
2016.6.14ヒアリング
2016.6.20ヒアリング
2016.6.24会合
2016.12.7ヒアリング
2017.1.18ヒアリング
2017.1.30ヒアリング
2017.2.15ヒアリング
2017.3.8ヒアリング
2017.3.24会合
2017.6.13ヒアリング
2017.6.23会合
2017.12.12ヒアリング
2017.12.22会合
2018.4.24ヒアリング
2018.6.1会合
2018.7.17ヒアリング
2018.8.1ヒアリング
2018.8.24会合
2018.9.18ヒアリング
2018.10.9ヒアリング
2018.10.26会合
2019.2.12ヒアリング
2019.3.11ヒアリング
2019.4.5会合
2019.8.28ヒアリング
2019.10.16ヒアリング
2019.11.11ヒアリング
2019.11.29会合
2020.12.16ヒアリング
2021.3.10ヒアリング
2021.4.22ヒアリング
2021.6.25会合
2021.10.28ヒアリング
2021.12.8ヒアリング
2022.3.3ヒアリング
2022.4.22会合
2022.10.24ヒアリング
2022.12.15ヒアリング

- SR-5
地盤・
斜面

主要な論点 第187回会合 平成27年1月27日

原子炉建屋等の耐震重要施設に加え、重大事故等対処施
設の基礎地盤及び周辺斜面の安定性評価に関わる検討内
容を示すこと。

今後ご説明予定

- SR-6 地震 主要な論点 第187回会合 平成27年1月27日

プレート間地震について、地震規模、震源領域等の設定に
関わる検討内容を示すこと。

2021.2.25ヒアリング
2021.5.20ヒアリング
2021.6.11会合

- SR-7 地震 主要な論点 第187回会合 平成27年1月27日

プレート内地震について、不確かさに関する検討内容を示
すこと。

2021.6.17ヒアリング
2021.7.15ヒアリング
2021.8.27会合

- SR-8 地震 主要な論点 第187回会合 平成27年1月27日

「震源を特定せず策定する地震動」に関して、基準地震動
評価ガイドにある地震観測記録収集対象事例の16地震に
ついて、観測記録等の分析・評価を実施すること。

2021.11.11ヒアリング
2022.1.6ヒアリング
2022.1.13ヒアリング
2022.3.18会合

- SR-9 火山 主要な論点 第187回会合 平成27年1月27日

敷地への降下火砕物等の影響に関して、詳細な評価結果
を提示すること。

今後ご説明予定

- SR-4

敷地周辺
地質
及び

敷地地質

主要な論点 第187回会合 平成27年1月27日

下北半島西部及び北部に見られる離水した海岸地形、中
位段丘の隆起及び敷地内の一部のシームの延長上等にお
ける第四系中の変状について、その評価と成因に係る詳細
な調査結果及び証拠となる事実を提示すること。
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2023年5月18日現在

大間原子力発電所　審査会合における指摘事項について（地震・津波関係）

コメント内容 回答日
旧
No.

No. 分野 項目 指摘場所 指摘日

- SR-10 津波 主要な論点 第187回会合 平成27年1月27日

津波の評価について、波源の位置、波源の特性等の設定
に関わる検討内容を示すこと。

2016.11.15ヒアリング
2016.12.20ヒアリング
2017.1.31ヒアリング
2017.2.24会合
2017.3.22ヒアリング
2017.4.18ヒアリング
2017.5.12会合
2017.12.6ヒアリング
2018.1.23ヒアリング
2018.3.2会合
20183.28ヒアリング
2018.4.17ヒアリング
2018.5.16ヒアリング
2018.6.8会合
2018.8.20ヒアリング
2018.9.10ヒアリング
2018.9.21会合
2019.6.5ヒアリング
2019.11.26ヒアリング
2020.5.11ヒアリング
2020.6.19会合
2020.12.10ヒアリング
2020.12.14ヒアリング
2021.1.14ヒアリング
2021.2.8ヒアリング
2021.2.19会合
2021.3.11ヒアリング
2021.4.2会合
2021.6.3ヒアリング
2021.7.1ヒアリング
2021.7.30会合
2021.10.7ヒアリング
2021.10.15ヒアリング
2021.11.25ヒアリング
2021.12.24会合
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2023年5月18日現在

大間原子力発電所　審査会合における指摘事項について（地震・津波関係）

コメント内容 回答日
旧
No.

No. 分野 項目 指摘場所 指摘日

- S1-1
敷地周辺

地質
地質・地形，
全般事項

第212回会合 平成27年3月27日

各地層の年代評価のために実施した，微化石分析の同定
結果や，火山灰の分析結果について，詳細データを提示す
ること。

H29.11.29ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.10ﾋｱﾘﾝｸ
H30.1.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.2.16会合

- S1-2
敷地周辺

地質
地質・地形，
全般事項

第212回会合 平成27年3月27日

海域の各層毎の反射パターンや速度と地層区分を対比し
て示すこと。

H29.11.29ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.10ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.2.16会合

- S1-3
敷地周辺

地質
陸域の

地質構造
第212回会合 平成27年3月27日

地震動評価における断層モデルを念頭に，断層傾斜角に
関する情報を整理し説明すること。

2021.8.26ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2021.9.27ﾋｱﾘﾝｸﾞ

根岸西方断層北端付近の評価に関連して，海底面に見え
る凹凸や，表層に見える落ち込む構造について説明するこ
と。

H27.4.27ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H27.6.23ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H28.10.4ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H28.11.11会合

- S1-5
敷地周辺

地質
根岸西方断層 第212回会合 平成27年3月27日

根岸西方断層南端付近の陸側に見える落差について，断
層がステップしている可能性も考えられるので，南側の測
線も含め検討すること。また，F-27断層と，青森湾西岸断層
帯との関係について説明すること。

H27.4.27ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H27.6.23ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H28.10.4ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H28.11.11会合

- S1-4
敷地周辺

地質
根岸西方断層 第212回会合 平成27年3月27日

函館平野西縁断層帯の「断層地形の可能性がある地形」を
判読している段丘面に関して，その区分の根拠を詳細に説
明すること。

H27.6.23ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H28.10.4ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H28.11.11会合

- S1-7
敷地周辺

地質
函館平野西縁

断層帯
第212回会合 平成27年3月27日

函館平野西縁断層帯の北端部の評価について，露頭の状
況など詳細を含めて説明すること。

H27.6.23ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H28.10.4ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H28.11.11会合

- S1-6
敷地周辺

地質
函館平野西縁

断層帯
第212回会合 平成27年3月27日

F-7断層について，活動性及び函館平野西縁断層帯南西
延長部との連続性を説明すること。

H27.4.27ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H27.6.23ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H28.10.4ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H28.11.11会合

- S1-9
敷地周辺

地質
陸域の

地質構造
第212回会合 平成27年3月27日

敷地周辺陸域の地質構造図に記載している中新統の中の
断層について，活動性に関する評価を地形判読，地質状
況，露頭状況などを含めて統合的に説明すること。

H29.11.29ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.10ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.2.16会合

- S1-8
敷地周辺

地質
函館平野西縁

断層帯
第212回会合 平成27年3月27日

大間崎付近の尾根状の隆起と，この付近の背斜構造との
関係について，地質や応力場等の情報を補足し説明するこ
と。

H29.8.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.9.19ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.11.10会合

- S1-11
敷地周辺

地質
海域の

地質構造
第212回会合 平成27年3月27日

E層上面等深線図に加え，C層上面及びB1層下面の等深
線図も追加すること。

H27.4.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H27.4.10会合

- S1-10
敷地周辺

地質
陸域の

地質構造
第212回会合
第218回会合

平成27年3月27日
平成27年4月10日

No.506M測線など大間海脚の両脇付近，No.109MA～
113MA,MB測線付近について，B層及びC層の内部構造が
解るような音波探査断面を提示し，海底水道付近の地層に
ついて詳細を説明すること。なおその際，類似の事例等の
文献などを引用し説明すること。

H27.4.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H27.4.10会合

- S1-13
敷地周辺

地質
海域の

地質構造
第212回会合 平成27年3月27日

敷地前面海域の地質断面について，汐首海脚～大間ｻｲﾄ
の北東-南西断面と，津軽海盆を東西に横切る断面を追加
すること。

H27.4.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H27.4.10会合

- S1-12
敷地周辺

地質
海域の

地質構造
第212回会合 平成27年3月27日

下北半島周辺及び近傍の地殻変動量図及び地震メカニズ
ム解を示し，東日本の広域応力場との関係を説明するこ
と。

H29.8.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.9.19ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.11.10会合

- S1-15
敷地周辺

地質
地質構造
発達史

第212回会合
第253回会合

平成27年3月27日
平成27年7月24日

火山の状況も含めてもう少し広域的な状況を，ブーゲー異
常図も考慮し，総合的に説明すること。

H29.8.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.9.19ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.11.10会合

- S1-14
敷地周辺

地質
地質構造
発達史

第212回会合 平成27年3月27日

上村(1975)に示された下北海岸断層の評価について説明
すること。

H27.4.27ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H27.5.19ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H27.6.23ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H28.10.4ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.20会合

- S1-17
敷地周辺

地質
陸域の

地質構造
第218回会合 平成27年4月10日

大間崎付近の背斜構造に関し，大間層の褶曲状況が分か
る断面図を，その根拠とあわせて示すこと。

H27.4.27ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.6.28ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.8.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.9.19ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.11.10会合

- S1-16
敷地周辺

地質
下北海岸断層 第218回会合 平成27年4月10日

海底水道に見られる海底地すべりについて，解釈図にすべ
り面，移動体等を示すこと。また，海底地すべり位置の詳細
な海底地形図を追加すること。

H27.5.19ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.11.29ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.10ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.2.16会合

- S1-19
敷地周辺

地質
海域の

地質構造
第218回会合 平成27年4月10日

大間海脚西側の小規模な背斜の評価について，Ｂ1層の堆
積形態を含めて具体的に説明すること。

H27.5.19ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.11.29ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.10ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.2.16会合

- S1-18
敷地周辺

地質
海域の

地質構造
第218回会合 平成27年4月10日

大間海脚から汐首海脚の地質構造及び地形について，中
新統から現在までの形成過程を説明すること。

H29.8.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.9.19ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.11.10会合

- S1-20
敷地周辺

地質
地質構造
発達史

第218回会合 平成27年4月10日
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2023年5月18日現在

大間原子力発電所　審査会合における指摘事項について（地震・津波関係）

コメント内容 回答日
旧
No.

No. 分野 項目 指摘場所 指摘日

- S1-21
敷地周辺

地質
地質構造
発達史

第218回会合 平成27年4月10日

中位段丘面と海水準変動との対応について，5bと5dの扱い
を示すこと。

H27.4.27ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H27.5.19ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.6.28ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.8.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.9.19ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.11.10会合

- S1-25
敷地周辺

地質

後期更新世
以降の

隆起傾向
第218回会合 平成27年4月10日

下北半島西部の大間から佐井のM1面内縁等高線におい
て，西側への傾動を示すこと。

H27.5.19ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.8.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.9.19ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.11.10会合

- S1-28
敷地周辺

地質
完新世以降の

隆起傾向
第218回会合 平成27年4月10日

離水したベンチが，地震性隆起ではないことを，他の事例を
基に説明すること。また，縄文海進の痕跡についてもあわ
せて説明すること。

H29.6.28ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.8.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.9.19ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.11.10会合

- S1-29
敷地周辺

地質

隆起モデル
及び

メカニズム
第218回会合 平成27年4月10日

地震波トモグラフィによる大間付近のP波速度偏差図につ
いて，速度値を示すこと。

H29.8.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.9.19ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.11.10会合

- S1-30
敷地周辺

地質

隆起モデル
及び

メカニズム
第218回会合 平成27年4月10日

長谷川(2004)について最近の知見を踏まえて説明するこ
と。

H29.8.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.9.19ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.11.10会合

- S1-32
敷地周辺

地質
陸域の

地質構造
第253回会合 平成27年7月24日

大間付近の尾根状隆起の検討に関して，地下の密度構造
と地質構造との関係を整理し説明すること。

H29.8.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.9.19ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.11.10会合

2-85 S2-1 敷地地質 地質・地質構造 第316回会合 平成28年1月8日

断層の定義について，認定の判断基準を明記するととも
に，断層として認定しなかったものの具体例を示すこと。

H28.12.7ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-86 S2-2 敷地地質 地質・地質構造 第316回会合 平成28年1月8日

14条の断層の分類について，断層の確認された位置，構
造，性状等を一覧表で示すこと。

H28.1.19ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H28.3.10会合

2-87 S2-3 敷地地質 地質・地質構造 第316回会合 平成28年1月8日

大間層中の鍵層について，デイサイトが貫入した付近と貫
入していない付近との対比ができるように対比柱状図を示
すこと。

H29.1.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-88 S2-4 敷地地質 地質・地質構造 第316回会合 平成28年1月8日

敷地近傍の地質・地質構造の内容も追加し説明すること。 H28.1.19ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H28.3.10会合

2-90 S2-6 敷地地質 層序 第316回会合 平成28年1月8日

敷地の段丘面区分について，先行研究との対応，評価の
根拠について説明すること。

H29.7.25ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.8.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.9.26ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.11.10会合(S1-23にて説明)

- S1-22
敷地周辺

地質
地質構造
発達史

第218回会合 平成27年4月10日

下北半島西部における段丘面区分について，50～60年前
からの既往の研究成果を示すこと。

H27.4.27ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H27.5.19ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.6.28ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.8.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.9.19ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.11.10会合

M１とM２の段丘面区分について，堆積物の特徴等を含めて
説明すること。

H29.6.28ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.8.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.9.19ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.11.10会合

- S1-24
敷地周辺

地質

後期更新世
以降の

隆起傾向
第218回会合 平成27年4月10日

折戸山から蛇浦付近のM1面段丘面内縁標高及び旧汀線
標高について，近接箇所間で標高差がある理由を，地質
データ等を加えて説明すること。

H29.6.28ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.8.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.9.19ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.11.10会合

- S1-23
敷地周辺

地質

後期更新世
以降の

隆起傾向

第218回会合
第253回会合

平成27年4月10日
平成27年7月24日

下北半島西部全域での最終間氷期以降の推定等隆起量
線図の作成の考え方について，具体的に説明すること。

H29.6.28ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.8.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.9.19ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.11.10会合

- S1-27
敷地周辺

地質
完新世以降の

隆起傾向
第218回会合 平成27年4月10日

B面の成因と海水準変動との関係，弁天島のB面やC面の
成因及び特殊性について，他のエリアでの同様な事例など
を考慮し，詳細を説明すること。

H29.6.28ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.8.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.9.19ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.11.10会合

- S1-26
敷地周辺

地質

後期更新世
以降の

隆起傾向

第218回会合
第253回会合

平成27年4月10日
平成27年7月24日

大間付近の尾根状隆起の検討に関して，国土地理院によ
るデータやジオネットによる情報など，測地学的な情報も収
集・整理し説明すること。

H29.8.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.9.19ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.11.10会合

- S1-33
敷地周辺

地質
完新世以降の

隆起傾向
第253回会合 平成27年7月24日

「微地形」という表現について，適切かどうか検討すること。 H29.6.28ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.8.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.9.19ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.11.10会合

- S1-31
敷地周辺

地質
陸域の

地質構造
第253回会合 平成27年7月24日

敷地の地質調査に記載している反射法・屈折法地震探査，
試掘坑調査等の調査内容を説明すること。

H28.1.19ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H28.6.24会合

2-91 S2-7 敷地地質 dF系 第316回会合 平成28年1月8日
デイサイトの貫入に伴う断層について，断層名称も含め，扱
いを再考すること。

H28.1.19ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H28.3.10会合

2-89 S2-5 敷地地質 地質・地質構造 第316回会合 平成28年1月8日
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2-92 S2-8 敷地地質 cf系 第316回会合 平成28年1月8日

多重逆解法による応力場の推定について，条線が無く多重
逆解法の適用が困難ということであれば，定性的な評価に
留めること。

H29.1.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-93 S2-9 敷地地質 cf系 第316回会合 平成28年1月8日

固結断層の北方への連続性について説明すること。 H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-94 S2-10 敷地地質 sF系 第316回会合 平成28年1月8日

南北性の横ずれ断層の地下深部への連続性を評価するた
めに，ボーリングで確認した断層破砕幅，変位，分布等に
ついて，特徴を整理すること。

H29.1.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-95 S2-11 敷地地質 sF系 第316回会合 平成28年1月8日

sF-1断層の南方延長部について，もう少し古い空中写真等
の情報も含め，広い範囲で横ずれの地形がないか確認す
ること。

H29.1.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-96 S2-12 敷地地質 sF系 第316回会合 平成28年1月8日

sF-1断層の大畑層中の細粒固結部に関して，細粒固結部
だけでなく，易国間層や大間層中の破砕部の硬さを示すこ
と。

H29.1.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-97 S2-13 敷地地質 sF系 第316回会合 平成28年1月8日

IT-10孔のX線分析の回折チャートに関して，他の断層及び
断層の母岩についても分析結果を示すこと。

H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-98 S2-14 敷地地質 sF系 第316回会合 平成28年1月8日

IT-10孔のX線分析の回折チャートに見られるPg(ﾊﾟﾘｺﾞﾙｽｶ
ｲﾄ)についても生成温度の検討を行い，評価結果を示すこ
と。

H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-175 S2-15 敷地地質 地質・地質構造 第316回会合 平成28年1月8日

重要な安全機能を有する施設と断層の位置関係について，
全ての重要施設の配置確定後に，改めて断層との関係を
説明すること。

H28.12.7ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-141 S2-17 敷地地質 dF系 第338回会合 平成28年3月10日

デイサイト貫入岩とdF断層系の変位センスとの関係につい
て，力学的な観点を含め説明すること。

H29.1.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-142 S2-18 敷地地質 dF系 第338回会合 平成28年3月10日

重力異常図とデイサイト貫入岩推定分布範囲について，岩
石の密度を考慮した上で，デイサイト貫入岩の推定分布の
妥当性を説明すること。

H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-145 S2-20 敷地地質 シーム 第338回会合 平成28年3月10日

重要な安全機能を有する施設とシームの位置関係につい
て，掘削面の調査等により，関係が解る資料を提示するこ
と。

H28.4.12ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H28.6.24会合

2-146 S2-21 敷地地質 シーム 第338回会合 平成28年3月10日

検討対象とするシームの分布について，敷地の南側の重
要な安全機能を有する施設とシームとの位置関係を示すこ
と。

H28.12.7ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-147 S2-22 敷地地質 シーム 第338回会合 平成28年3月10日

検討対象とするシームの分布について，デイサイトの中に
シームが連続していないことを説明すること。

H29.1.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-148 S2-23 敷地地質 シーム 第338回会合 平成28年3月10日

S-11より上位のシームの有無について，ボーリング調査結
果等で説明すること。

H29.1.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-149 S2-24 敷地地質 シーム 第338回会合 平成28年3月10日

シームの針貫入勾配がほぼ0N/mmという結果に関して，地
山状態と針貫入試験時の状態変化や他の試験結果も含め
説明すること。

H28.4.12ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-150 S2-25 敷地地質 シーム 第338回会合 平成28年3月10日

S-Omの下方の大間層中に認められるシームを検討対象と
しない理由について，説明すること。

H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-151 S2-26 敷地地質 シーム 第338回会合 平成28年3月10日

鉱物のX線分析結果において，緑泥石を砕屑性の鉱物とし
た判断根拠を，薄片観察結果等により説明すること。

H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-152 S2-27 敷地地質 シーム 第338回会合 平成28年3月10日

クリノプチロライトという鉱物名は，最近ではクリノタイロライ
トと呼ばれているため，修正すること。

H29.1.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

敷地の地質調査位置図に示している地表弾性波探査，反
射法地震探査の結果概要について，「1.敷地の地形，地質・
地質構造の概要」に追加すること。

H28.4.12ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H28.6.24会合

2-144 S2-19 敷地地質 シーム 第338回会合 平成28年3月10日

シームの活動性評価について，関係するdF断層系及び第
四系中の変状の評価と合わせて説明すること。

H28.12.7ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-139 S2-16 敷地地質 地質・地質構造 第338回会合 平成28年3月10日
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2-153 S2-28 敷地地質 シーム 第338回会合 平成28年3月10日

X線分析により確認された斜長石について，EPMA分析等に
より，曹長石成分等その組成の記載を充実させ説明するこ
と。

H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-154 S2-29 敷地地質 シーム 第338回会合 平成28年3月10日

シーム内部の複合面構造による変位センスの解析方法に
関して，条線方向と応力場の関係について，多重逆解法等
により定量的に分析すること。

H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-155 S2-30 敷地地質 シーム 第338回会合 平成28年3月10日

応力場と条線・複合面構造の関係における条線のばらつき
とデイサイトの貫入等によるローカルな応力場との関係に
ついて，整理し説明すること。

H29.1.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-211 S2-40 敷地地質 地質・地質構造 第373回会合 平成28年6月24日

敷地内の基盤面に認められる変位を伴う断層，節理等の分
布，分類，評価の過程，観察事実等を整理し説明すること。

H28.12.7ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-214 S2-43 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第373回会合 平成28年6月24日

風化現象の研究事例を踏まえて，風化帯のゾーンニングに
ついて説明すること。

H28.12.7ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-216 S2-45 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第373回会合 平成28年6月24日

重要な安全機能を有する施設の周辺について，風化の分
布状況，シームS-11の性状等に関わる観察結果を示すこ
と。

H28.12.7ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

Ts-11トレンチにおけるシームS-10と大畑層との関係につ
いて，S-10が侵食されず大畑層と易国間層との境界部に
留まっている理由を，データを補強し説明すること。

H28.4.12ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-194 S2-32 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第373回会合 平成28年6月24日

易国間層のみならず大畑層や段丘面も含めて，強風化部
がどのように分布しているかの全体のデータを示すこと。ま
た， 「シームと強風化部との関係」，「シームと強風化部と
大畑層の関係」については，段丘堆積物や大畑層の堆積，
侵食，強風化の関係が分るようにすること。

H28.12.7ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-156 S2-31 敷地地質 シーム 第338回会合 平成28年3月10日

Ts-3トレンチ東側法面写真について，シームS-10延長部の
ローム層下面あたりをクローズアップした写真を示すこと。

H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-205 S2-34 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第373回会合 平成28年6月24日

不動元素による体積膨張率の算定に関して，密度検層結
果図から相対深度ⅠとⅦの密度比を算出したものと，密度
比のグラフからⅠとⅦの密度比を算出したものとを比較した
いので，補足資料として密度に係るデータを提示すること。

H29.1.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-196 S2-33 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第373回会合 平成28年6月24日

S-11については他の断層との切り切られの関係がないの
で別途，活動性評価を説明すること。

H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-207 S2-36 敷地地質 地質・地質構造 第373回会合 平成28年6月24日

「断層」，「シーム」，「第四系中の変状」について，相互に関
係することもあるので全体を体系的に整理し説明すること。

H28.12.7ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-206 S2-35 敷地地質 シーム 第373回会合 平成28年6月24日

重要な安全機能を有する施設について，変位が生ずるおそ
れがない地盤に設置するということをどのような方針で実現
しようとしているのか説明すること。

H28.12.7ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-209 S2-38 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第373回会合 平成28年6月24日

変状が，将来活動する可能性のある断層等に該当するか
否かを整理し説明すること。なおその際，震源として考慮す
る活断層，地震活動に伴って永久変位を生じる断層などの
関係も整理すること。

H28.12.7ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-208 S2-37 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第373回会合 平成28年6月24日

変状が，断層が動いて生じたものではなく，表層の風化部
が膨張して生じたというのであれば，評価できる資料を再度
整理し説明すること。また，変状の成因については位置付
けを整理すること。

H28.12.7ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-212 S2-41 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第373回会合 平成28年6月24日

マウンド型変状で確認される節理は地震動で広がったもの
か，その他のシームで棄却したものが節理のようなものな
のか，活動性評価の対象とせずスクリーニングアウトした断
層がどのようなものなのか，を整理し説明すること。

H28.12.7ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-210 S2-39 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第373回会合 平成28年6月24日

強風化部の定義及び認定基準について観察基準，針貫入
試験結果等を整理し，説明すること。

H28.12.7ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-215 S2-44 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第373回会合 平成28年6月24日

変状が強風化部のみで発生するという証拠を示すこと。そ
のうえで，変状が生じ得る場所を明らかにし，重要な安全機
能を有する施設に問題がないことを説明すること。

H28.12.7ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-213 S2-42 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第373回会合 平成28年6月24日
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大間原子力発電所　審査会合における指摘事項について（地震・津波関係）

コメント内容 回答日
旧
No.

No. 分野 項目 指摘場所 指摘日

2-217 S2-46 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第373回会合 平成28年6月24日

設置許可基準規則三条３項の変位に該当するなら，強風化
部やシームを地盤安定解析で検討する場合もある。整理し
て説明すること。

H28.12.7ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-219 S2-48 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第373回会合 平成28年6月24日

Ts-6法面のマウンド型変状に関して，砕屑粒子の変形の有
無等ローム層の堆積構造を確認したいので，ローム層基底
部の観察データを示すこと。

H29.1.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-220 S2-49 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第373回会合 平成28年6月24日

Ts-8トレンチで実施した多重逆解法による応力場の推定に
関して，節理等でみられる構造が，構造性か否かも説明す
ること。

H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-221 S2-50 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第373回会合 平成28年6月24日

シームの強風化部の沸石鉱物はS-11の変位により破壊さ
れたとの説明であるが，風化によって化学的に無くなること
もあり得る。再度検討し説明すること。

H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-222 S2-51 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第373回会合 平成28年6月24日

変状の鉛直変位量と強風化部・段丘堆積物の厚さとの相関
性について，検討目的や検討意義，検討の考え方などを整
理して説明すること。

H28.12.7ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-223 S2-52 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第373回会合 平成28年6月24日

アイソコン図について，体積が増えた元素と減った元素の
マスバランスがとれていないなど疑問がある。考え方などを
整理し説明すること。

H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-224 S2-53 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第373回会合 平成28年6月24日

変状の成因検討について，岩盤の膨張が最も適合性が高
いとしているが，地震動など他の成因は考えられないのか
説明すること。

H28.12.7ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

- S1-35
敷地周辺

地質
根岸西方断層 第414回会合 平成28年11月11日

青森港沖背斜に関する音探記録のうち，Ga-32測線の
No.1854付近に認められるＢ１層上面に認められる段差に
ついて説明すること。

H29.11.29ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.10ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.2.16会合

- S1-39
敷地周辺

地質
根岸西方断層 第414回会合 平成28年11月11日

F-25断層のGa-1-2測線のNo.40付近の段差について説明
すること。

H29.11.29ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.10ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.2.16会合

- S1-40
敷地周辺

地質
函館平野西縁

断層帯
第414回会合 平成28年11月11日

函館平野西縁断層帯北端部の小沼西方付近の地質断面
図を作成し，北端部の評価を説明すること。

H29.11.29ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.10ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.2.16会合

- S1-41
敷地周辺

地質
函館平野西縁

断層帯
第414回会合 平成28年11月11日

函館平野西縁断層帯北端部付近で判読したリニアメントの
地形要素を説明すること。

H29.11.29ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.10ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.2.16会合

- S1-42
敷地周辺

地質
地質・地形，
全般事項

第432回会合 平成29年1月20日

各リニアメントの活動性評価において，重要視すべき調査
項目が分るように，検討方針を説明すること。

H29.11.29ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.10ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.2.16会合

- S1-43
敷地周辺

地質
地質・地形，
全般事項

第432回会合 平成29年1月20日

敷地周辺及び近傍の活断層評価において，検討対象とす
る断層のスクリーニングの考え方を説明すること。

H29.11.29ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.10ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.2.16会合

- S1-44
敷地周辺

地質
地質・地形，
全般事項

第432回会合 平成29年1月20日

太平洋東側海域の地質層序に係り，松浦等の最新文献を
参照して適切に資料へ反映すること。

H29.11.29ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.10ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.2.16会合

- S1-45
敷地周辺

地質
その他の個別
断層・ﾘﾆｱﾒﾝﾄ

第432回会合 平成29年1月20日

原田東方リニアメントについて，断層が存在しない最も重要
な証拠である露頭状況がより分かる写真を示すこと。

H29.11.29ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.10ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.2.16会合

- S1-46
敷地周辺

地質
その他の個別
断層・ﾘﾆｱﾒﾝﾄ

第432回会合 平成29年1月20日

赤川リニアメントの連続露頭について，リニアメントに平行し
ているものの，重要視すべき調査項目としたことが分るよ
う，記載を充実させること。

H29.11.29ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.10ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.2.16会合

- S1-47
敷地周辺

地質
その他の個別
断層・ﾘﾆｱﾒﾝﾄ

第432回会合 平成29年1月20日

清水山南方断層について，南東端評価の説明性向上の観
点から地質断面図を複数作成して示すこと。

H29.11.29ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.10ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.2.16会合

Ts-1トレンチの変状の変位量の考え方について，上盤側を
波蝕棚に，下盤側を海食台と評価した理由を整理して示す
こと。また，西側法面においてオーバーハング部上部の侵
食面が直線的に見える理由を説明すること。

H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-225 S2-54 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第373回会合 平成28年6月24日

易国間層のような不均質な岩石が変質・粘土化し膨張する
場合，隣り合う鉱物で膨張程度に違いがあるため周囲に放
射状の割れ目ができるはず。そういった岩石組織の証拠を
示すこと。

H28.12.7ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.1.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.2.15ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.3.24会合

2-218 S2-47 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第373回会合 平成28年6月24日

根岸西方断層と青森湾西岸断層帯の関係について，音波
探査記録，地形判読結果，文献に記載されている平均変位
速度等を再度整理のうえ説明すること。

H29.11.29ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.10ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.2.16会合

- S1-36
敷地周辺

地質
根岸西方断層 第414回会合 平成28年11月11日

F-25断層の北端について，説明性向上という観点から，よ
り広い範囲の音波探査記録を示すと共に，音波探査記録
から確認できる事実を整理し説明すること。

H29.11.29ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.10ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.2.16会合

- S1-34
敷地周辺

地質
根岸西方断層 第414回会合 平成28年11月11日
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旧
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No. 分野 項目 指摘場所 指摘日

- S1-48
敷地周辺

地質
その他の個別
断層・ﾘﾆｱﾒﾝﾄ

第432回会合 平成29年1月20日

恐山東山麓リニアメント付近をはじめとして，段丘面区分に
ついては，追加調査結果を加えて改めて説明すること。

H29.11.29ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.10ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.2.16会合

- S1-49
敷地周辺

地質
その他の個別
断層・ﾘﾆｱﾒﾝﾄ

第432回会合 平成29年1月20日

F-15断層の音探記録のうちNo.110SM測線について，D層
上部付近の解釈を詳しく説明すること。

H29.11.29ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.10ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.2.16会合

- S1-50
敷地周辺

地質
その他の個別
断層・ﾘﾆｱﾒﾝﾄ

第432回会合 平成29年1月20日

F-1断層の音探記録のうちNo.1測線について，海底面に認
められる段差地形と，F-1断層による変位・変形との関係も
含めて，再度説明すること。

H29.11.29ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.10ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.2.16会合

- S1-51
敷地周辺

地質
その他の個別
断層・ﾘﾆｱﾒﾝﾄ

第432回会合 平成29年1月20日

F-7断層の音探記録のうちNo.H107-1測線について，Ｂ２層
中部の変位・変形の有無を改めて確認し，資料の記載を適
切に修正すること。

H29.11.29ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.10ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.2.16会合

- S1-52
敷地周辺

地質
その他の個別
断層・ﾘﾆｱﾒﾝﾄ

第432回会合 平成29年1月20日

F-8断層の北西端評価に係り，宮内・八木(1984)に記載され
ているf3断層の北西方延長に示された地質断層について，
地形面の特徴等を考慮し活動性評価を説明すること。

H29.11.29ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.10ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.2.16会合

- S1-53
敷地周辺

地質
その他の個別
断層・ﾘﾆｱﾒﾝﾄ

第432回会合 平成29年1月20日

「日本海における大規模地震に関する調査検討会（国交
省）」のF18断層を踏まえ，奥尻海盆東縁断層の南北への
連続性について，評価を再度説明すること。

H29.11.29ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.10ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.2.16会合

- S5-1 津波 全般事項 第446回会合 平成29年2月24日

敷地で評価すべきラインに対して最も影響のある波源パラ
メータを抽出する観点から，評価水位抽出位置をライン状
に設定した津波の水位分布も示すこと。

H29.12.6ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.23ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.3.2会合

- S5-2 津波 全般事項 第446回会合 平成29年2月24日

津軽海峡内での津波の伝播では，反射による増幅や山体
崩壊による津波等の周期特性による影響を検討する必要
がある。津軽海峡内の固有周期を含めて，津軽海峡内の
津波の伝播について分析すること。

H29.12.6ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.23ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.3.2会合
H30.4.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.5.16ﾋｱﾘﾝｸ
H30.6.8会合
H30.8.20ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.9.10ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.9.21会合

- S5-3 津波 日本海東縁部 第446回会合 平成29年2月24日

日本海東縁部の波源モデル設定において，すべり量を12ｍ
と設定した妥当性を確認するため，Ｍoを先に設定してすべ
り量を算出する等の他の方法による波源モデル設定につい
ても検討し，すべり量の妥当性を説明すること。

H29.12.6ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.23ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.3.2会合

- S5-4 津波 日本海東縁部 第446回会合 平成29年2月24日

日本海東縁部の波源モデルのパラメータスタディについ
て，アスペリティ位置については，更に細かく移動させたパ
ラメータスタディを行い，最も影響がある位置となっている
かを確認したうえで，敷地に最も影響があるパラメータを抽
出していることを説明すること。

H29.12.6ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.23ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.3.2会合

- S5-5 津波
三陸沖から根

室沖
第446回会合 平成29年2月24日

三陸沖から根室沖の波源モデルのパラメータスタディにつ
いて，敷地に最も影響があるパラメータを抽出しているかを
確認すること。超大すべり域を南端とする等のパラメータス
タディを行い，固有周期との関係も分析して，最も影響があ
る位置となっているかを説明すること。

H29.12.6ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.23ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.3.2会合

- S5-6 津波
三陸沖から根

室沖
第446回会合 平成29年2月24日

三陸沖から根室沖の波源モデルの妥当性について確認す
る必要がある。北東端については，納沙布断裂帯が破壊の
バリアとの説明であるが，地震学的知見，測地学的知見等
のデータを補強し，検討すること。

H29.12.6ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.23ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.3.2会合

- S5-7 津波
三陸沖から根

室沖
第446回会合 平成29年2月24日

三陸沖から根室沖の波源モデルのうち，大すべり域と超大
すべり域のすべり量について，基本すべり量に対してそれ
ぞれ２倍，４倍とした妥当性を説明すること。

H29.12.6ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.23ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.3.2会合

上村(1975)，渡辺ほか(2012)については，下北半島西部の
隆起とも関係する可能性があることから，音探記録を精査
し，新たに取得した調査データや微小地震分布も含めて再
度説明すること。

H29.9.19ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.11.10会合

- S1-55
敷地周辺

地質
海域の

地質構造
第432回会合 平成29年1月20日

敷地前面海域の音波探査記録については，単独断層の連
続性をはじめ，全面的に精査して，再度説明すること。

H30.1.10ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.22ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.2.16会合

- S1-54
敷地周辺

地質
海域の

地質構造
第432回会合 平成29年1月20日

三陸沖から根室沖ではＭ９クラスの地震による津波の知見
がなたいため，波源モデルの妥当性の確認がポイントとな
る。ガイドに記載された検討事例や，杉野ほか（2014）のよう
に広域的な津波の再現性が確認された知見を参照し，その
妥当性を説明すること。

H29.12.6ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.23ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.3.2会合

- S5-9 津波
三陸沖から根

室沖
第446回会合 平成29年2月24日

三陸沖から根室沖の波源モデルについて，分岐断層をど
のように反映しているのか説明すること。

H29.12.6ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.23ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.3.2会合

- S5-8 津波
三陸沖から根

室沖
第446回会合 平成29年2月24日
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- S5-10 津波
三陸沖から根

室沖
第446回会合 平成29年2月24日

海洋プレート内地震による津波の方が，プレート間地震に
よる津波よりも，敷地への影響が本当に小さいことを確認し
たいので，詳細パラスタを実施すること。

H29.12.6ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.23ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.3.2会合

- S5-11 津波 チリ沖 第446回会合 平成29年2月24日

1960年チリ津波の再現モデルについて，K&Cモデルから断
層幅とすべり量を修正しているのであれば，修正内容が分
かるように追記すること。

H29.12.6ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.23ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.3.2会合

- S2-55 敷地地質 地質・地質構造 第456回会合 平成29年3月24日

シームとdF断層系との切断関係だけでなく，dF断層系とsF
断層系との切断関係など，断層の切断関係を整理し説明す
ること。

H30.7.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.1ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.24会合

- S2-56 敷地地質 dF系 第456回会合 平成29年3月24日

dF断層系と大畑層との関係を示した観察結果の写真につ
いて，解釈線のないものも提示し説明すること。

H30.7.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.1ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.24会合

- S2-57 敷地地質 dF系 第456回会合 平成29年3月24日

ｄＦ断層系がデイサイト貫入岩下方に伸びないと判断した根
拠について，ボーリングデータを整理し，2次元的に説明す
ること。

H30.7.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.1ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.24会合

- S2-58 敷地地質 dF系 第456回会合 平成29年3月24日

重力解析によるデイサイト分布推定の検討に用いた大間層
及び玄武岩の密度が，一般的な値よりも小さくなっている理
由を説明すること。

H30.7.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.1ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.24会合

- S2-59 敷地地質 cf系 第456回会合 平成29年3月24日

cf断層系は耐震重要施設の直下に分布しているので，上載
地層法や断層面を横切る鉱物脈の有無といった，直接的に
活動性を評価できるエビデンスを拡充すること。

H30.2.14ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.3.14ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.3.23会合

- S2-61 敷地地質 cf系 第456回会合 平成29年3月24日

cf断層系の化学分析結果について，水については蛍光Ｘ線
分析ではなく，強熱減量等で実施されたと思うので，具体的
な分析手法を記載すること。

H30.2.14ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.3.14ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.3.23会合

- S2-63 敷地地質 sF系 第456回会合 平成29年3月24日

sF-1断層の活動性評価のうち，変位センスと応力場との関
係について，中～後期中新世の応力場だけでなく，鮮新世
の応力場との関係についても説明すること。

H30.7.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.1ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.24会合

- S2-64 敷地地質 シーム 第456回会合 平成29年3月24日

シームS-11について，一部ではあるが耐震重要施設側面
に分布している。耐震重要施設周辺のS-11の状況を再度
整理し，説明すること。

H30.7.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.1ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.24会合

- S2-65 敷地地質 シーム 第456回会合 平成29年3月24日

S-11の一部は耐震重要施設の側面に分布するので，活動
性評価については個別に行うこと。

H29.7.25ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.8.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.7.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.1ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.24会合

- S2-66 敷地地質 シーム 第456回会合 平成29年3月24日

S-11とＭ２面段丘堆積物の堆積構造との関係を確認した，
スケッチ・写真について，もう少し状況が良く分かるものを示
すこと。

H30.7.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.1ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.24会合

- S2-67 敷地地質 シーム 第456回会合 平成29年3月24日

シームの分布について南北断面だけでなく，東西断面につ
いても示すこと。

H30.7.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.1ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.24会合

- S2-68 敷地地質 シーム 第456回会合 平成29年3月24日

シームと応力場との関係に関連して，最適解の他にも複数
の応力軸の方向が示されている。可能な範囲で構わないの
で，それぞれがどのような応力状態であったのか解釈を検
討すること。

H30.7.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.1ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.24会合

- S2-69 敷地地質 シーム 第456回会合 平成29年3月24日

シームの化学分析結果について，Fe2O3とFeOとは蛍光Ｘ
線分析のみでは区別できないため，具体的な分析手法を
記載すること。

H30.7.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.1ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.24会合

- S2-70 敷地地質 シーム 第456回会合 平成29年3月24日

シーム及びシームを挟在する凝灰岩の化学分析結果のう
ち，シームS-２及びS-２シームを挟在する凝灰岩に，リンが
多い理由を記載すること。

H30.7.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.1ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.24会合

- S2-71 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第456回会合 平成29年3月24日

第四系中の変状が，易国間層の強風化部の近傍の一部に
分布し，強風化部の近傍以外には認められないと判断した
プロセスについて，易国間層中の強風化部及び第四系中
の変状が，どのように分布しているのか，例えば，シームの
平面的な分布との関係を示すなど，分かる範囲で良いので
提示し，説明すること。

H30.7.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.1ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.24会合

- S2-72 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第456回会合 平成29年3月24日

変状が生じた箇所のシーム最新面の鉱物は破壊され，変
状が生じていない箇所のシーム最新面の鉱物は破壊され
ていないという説明については，参考扱いと認識している。
シーム（変状を伴う部分）がどの深度まで認められるかにつ
いて，他に確認できる手法を検討し，説明すること。

H30.7.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.1ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.24会合

- S2-73 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第456回会合 平成29年3月24日

耐震重要施設の底面・側面にはシームを挟在する風化部
は存在しないようにすることが，設置許可段階の基本設計
方針であるなら，それが分かるよう明確に記載すること。

H30.7.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.1ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.24会合

cf断層系について，固い，軟らかいだけでは活動性を評価
できない。なぜ固くなっているのか，ＸＲＤや化学分析結果
等も加え，改めて説明すること。

H30.2.14ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.3.14ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.3.23会合

- S2-62 敷地地質 sF系 第456回会合 平成29年3月24日
sF断層系について，既存データの確認，データの拡充等を
行い，活動性評価等を再度説明すること。

H30.7.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.1ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.24会合

- S2-60 敷地地質 cf系 第456回会合 平成29年3月24日
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- S2-74 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第456回会合 平成29年3月24日

第四系の変位・変形が，下のシームの活動によるものでは
なく別の要因によるというのであれば，強風化部近傍で変
状が出来るメカニズム等について，再度説明すること。

H30.7.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.1ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.24会合

- S5-13 津波
陸上の斜面崩

壊
第467回会合 平成29年5月12日

佐井エリアの地すべりブロック⑥，⑦，⑧など，近接してい
ても別々の地すべりと評価するのであれば，根拠を充実さ
せる必要があると考えられる。一塊として評価するか否かも
含め，再度検討し説明すること。

H30.4.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.5.16ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.6.8会合

- S5-14 津波
陸上の斜面崩

壊
第467回会合 平成29年5月12日

二層流モデルを陸上に適用する妥当性という観点から，
Kawamata et al.(2005)における既往津波の再現性を説明す
ること。

H30.4.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.5.16ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.6.8会合

- S5-15 津波
陸上の斜面崩

壊
第467回会合 平成29年5月12日

検討対象とする地すべり地形として佐井を選定しているが，
敷地からの距離，概算体積だけでなく，地すべり地形の傾
斜角，すべりの進行方向，水深なども影響すると考えられ
る。簡易予測式を用いた評価も実施し説明すること。

H30.4.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.5.16ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.6.8会合

- S5-16 津波
陸上の斜面崩

壊
第467回会合 平成29年5月12日

二層流に用いた佐井の崩壊量が過小評価となっていない
か確認したいので，崩壊地形の断面をいくつか提示し，地
すべり形状が問題ないことを説明すること。

H30.4.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.5.16ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.6.8会合

- S5-17 津波 海底地すべり 第467回会合 平成29年5月12日

P38の「海底地すべりに起因する津波の検討フロー」におい
て，海底地すべりを一塊として考慮するか否かを判断する
際に，崩壊時期が区別できたとしても，必ずしも別々にすべ
るとは限らない。適切な記載を検討すること。

H30.4.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.5.16ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.6.8会合

- S5-18 津波 海底地すべり 第467回会合 平成29年5月12日

検討対象海底地すべり地形の選定について，「地すべり地
形の比高・傾斜」，「水深」，「敷地からの距離」等も比較し整
理したうえで，説明すること。

H30.4.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.5.16ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.6.8会合

- S5-19 津波 海底地すべり 第467回会合 平成29年5月12日

Ms-2の崩壊量の算出方法について，どのようなプロセスで
すべり線を設定したのか，また，二層流モデルにおけるモ
デル化も含めて，より明確なフローを作成し説明すること。

H30.4.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.5.16ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.6.8会合

- S5-20 津波 海底地すべり 第467回会合 平成29年5月12日

津軽海峡内の海底地すべり抽出の際，地形の急傾斜部に
地すべり地形は無かったことを確認したいので，海保の
M7000シリーズ海底地形データ等の資料を整理のうえ説明
すること。

H30.4.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.5.16ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.6.8会合

- S5-21 津波 海底地すべり 第467回会合 平成29年5月12日

海底地すべりのすべり面の設定について，「乱れた地層の
下限」，「Ｂ層下面」及び「地すべり移動体を確認し設定」す
るとしており，それぞれ設定の仕方が違っているが，どれが
支配的で，どれが多かったのか，音波探査記録の反射面
等を用いて説明すること。

H30.4.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.5.16ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.6.8会合

- S5-22 津波 海底地すべり 第467回会合 平成29年5月12日

ハワイ付近の大規模な海底地すべりの影響について，説明
すること。

H30.4.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.5.16ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.6.8会合

- S5-23 津波 火山現象 第467回会合 平成29年5月12日

渡島大島山体崩壊に関し，kinematic landslideモデルのパ
ラメータである水平移動速度Ｕと比高変位継続時間Ｔにつ
いて，二層流モデルの解析値を説明すること。

H30.4.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.5.16ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.6.8会合

- S5-24 津波 津波堆積物 第467回会合 平成29年5月12日

加瀬他(2016)が実施した奥尻島の津波堆積物調査の結果
など，申請以降の最新文献についても，どのようなツールを
用いて調査を行ったかのプロセスも含め説明すること。

H30.1.23ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.3.2会合

- S5-25 津波 津波堆積物 第467回会合 平成29年5月12日

津波堆積物調査のうち，奥戸地点のイベント堆積物を津波
堆積物として認定しなかった理由について，どのように層厚
を認定したのか等，資料を整理し説明すること。

H30.1.23ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.3.2会合

- S5-26 津波 津波堆積物 第467回会合 平成29年5月12日

大間崎東側の後背湿地を，津波堆積物調査対象地点から
除く根拠とした調査結果を説明すること。

H30.1.23ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.3.2会合

- S2-75 敷地地質 cf系 第478回会合 平成29年6月23日

cf-3断層の分布，性状，活動性等を説明すること。その際，
段丘堆積物に関する指摘回答と合わせて説明すること。

H29.7.25ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.8.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.9.26ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.2.14ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.3.14ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.3.23会合

- S2-76 敷地地質 シーム 第478回会合 平成29年6月23日

シームの活動性評価について，大間崎付近にある褶曲構
造の調査結果も踏まえて説明すること。

H30.7.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.1ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.24会合

- S2-77 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第478回会合 平成29年6月23日

敷地内で変状が認められた箇所について，既に掘削除去さ
れた範囲も含めて，変状が認められた分布等を整理し説明
すること。

H30.7.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.1ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.24会合

津波シミュレーションに用いる海底地形図について，平成８
年の深浅測量結果を用いたと記載されているが，その後の
地形変化の状況を確認し，最新の地形にするなど，適切に
対応すること。

H29.12.6ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.1.23ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.3.2会合- S5-12 津波 全般事項 第467回会合 平成29年5月12日
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- S2-78 敷地地質 地質・地質構造 第478回会合 平成29年6月23日

敷地内の断層評価について，敷地内の地質構造を把握す
る観点から説明すること。

H29.7.25ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.8.30ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H29.9.26ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.7.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.1ヒアリング
H30.8.24会合

- S1-57
敷地周辺

地質
地質・地形，
全般事項

第526回会合 平成29年11月10日

断層を示唆するような重力異常の有無を確認する観点か
ら，山本(2005)を確認し，大間崎周辺をクローズアップした
重力異常図及び重力水平一次微分図を作成し，重力の
キャップの要因，大間崎の東西にみられる重力異常等につ
いて考察し説明すること。なお，重力異常図については，
1mGal程度まで把握できる精度とすること。

H30.2.27ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.4.3ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.5.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.6.1会合

- S1-58
敷地周辺

地質
地質・地形，
全般事項

第526回会合 平成29年11月10日

弁天島の平坦面の形成年代の妥当性を確認する観点か
ら，弁天島の岩石と侵食速度との関係に係わり，10Beの検
討に用いた年代評価のデータ，試料採取位置等を整理し説
明すること。

H30.2.27ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.4.3ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.5.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.6.1会合

- S1-60
敷地周辺

地質
地質・地形，
全般事項

第526回会合 平成29年11月10日

大間・佐井（根本・蒲田,2000）に大間崎付近の背斜と平行
する断層について，海岸付近の露頭状況，ルートマップや
詳細地質図等を用いて説明すること。

H30.2.27ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.4.3ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.5.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.6.1会合

- S1-61
敷地周辺

地質
地質・地形，
全般事項

第526回会合 平成29年11月10日

「日本地方地質誌の東北地方」のうち，北海道から下北半
島を通り，日本海溝まで連続した断層が想定されているの
で，確認すること。

H30.2.27ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.4.3ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.5.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.6.1会合

- S2-79 敷地地質 cf系 第536回会合 平成29年12月22日

cf-3断層の上載地層法による評価，及びcf系断層の活動
性評価をcf-3断層で代表できる根拠を説明すること。

H30.2.14ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.3.14ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.3.23会合

- S2-80 敷地地質 sF系 第536回会合 平成29年12月22日

sF-1断層の鉱物脈法に関して，明瞭に評価できるような鉱
物脈を示すこと。

H30.7.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.1ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.24会合

- S2-81 敷地地質 sF系 第536回会合 平成29年12月22日

sF-1断層に関する鉱物脈について，熱水活動の時期に関
する文献調査を行うなど，敷地周辺の地史と整合した形成
時期，形成環境であることも確認し，説明すること。

H30.7.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.1ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.24会合

- S1-63
敷地周辺

地質
根岸西方断層 第549回会合 平成30年2月16日

根岸西方断層と青森湾西岸断層帯との連続性に関して，説
明性向上の観点から，地震調査委員会(2004)及び産総研・
東海大(2012)の記載内容を確認したうえで，変位・変動地
形，重力異常，活動度等を複合的・総合的に整理し説明す
ること。

H30.4.3ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.5.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.6.1会合

- S1-64
敷地周辺

地質
奥尻海盆東縁

断層
第549回会合 平成30年2月16日

奥尻海盆東縁断層の南北への連続性に関して，国交省
(2014)が示しているF18断層に関する記載内容と，事業者
が評価した内容とを比較して説明すること。

H30.4.3ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.5.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.6.1会合

- S5-27 津波 日本海東縁部 第553回会合 平成30年3月2日

日本海東縁部に想定される地震に伴う津波に関して，説明
性向上の観点から，日本海沿岸において，大間地点で最高
水位及び最低水位となるケースの計算津波高と，津波痕跡
高及び根本ほか(2009)の再現計算津波高とを比較するこ
と。

H30.8.20ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.9.10ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.9.21会合

- S1-56
敷地周辺

地質
地質・地形，
全般事項

第526回会合 平成29年11月10日

大間付近の海成段丘面区分の妥当性を確認する観点か
ら，以下について説明すること。
・H4面の形成年代をMIS7であるとした具体的な理由
・H4面とM1面それぞれの段丘堆積物上面から洞爺火山灰
産出位置までの厚さを比較・整理した結果
・段丘面内縁の分布標高について，H4面とM1面とを比較・
整理した結果
・申請時に大間付近でＭ１面の最大標高として59ｍとしてい
た地点の段丘面見直し後の取扱い

H30.2.27ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.4.3ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.5.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.6.1会合

音波探査記録及び弾性波探査記録の解釈の妥当性を確認
する観点から，以下について提示・説明を行なうこと。
・渡辺ほか(2012)に関連して示した音探記録のうち，
No.109，111,113,114及びそれらのSM測線等の重合断面及
び深度断面
・No.113SM測線のB1層とB3層との境界等に確認される変
形したような構造
・陸～海連続の弾性波探査のマイグレーション前の重合断
面及び時間断面
・陸～海連続の弾性波探査と既往の海域部分の反射断面
との接続部の連続性及び音響基盤の内部の構造

H30.2.27ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.4.3ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.5.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.6.1会合

- S1-62
敷地周辺

地質
地質・地形，
全般事項

第549回会合 平成30年2月16日
隣接する断層等の連続性評価を行う際に，考慮する項目や
考え方について整理し説明すること。

H30.4.3ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.5.8ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.6.1会合

- S1-59
敷地周辺

地質
地質・地形，
全般事項

第526回会合 平成29年11月10日
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- S2-82 敷地地質 cf系 第558回会合 平成30年3月23日

cf断層系の固結した性状が，今回確認している全ての箇所
において，同様に認められていることを，ガウジや未固結の
ブレッチャーの有無が分る写真や，測定位置毎に針貫入勾
配を示したグラフ等も用いて説明すること。
また，cf断層系とcf断層系以外の敷地内の断層系との性状
の違いを整理し，細粒で固結度が高いことが，cf断層系特
有の性状であることを説明すること。

H30.7.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.1ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.24会合

- S2-83 敷地地質 cf系 第558回会合 平成30年3月23日

cf断層系の形成メカニズムに関して，薄片観察などを用い
て，周辺岩盤に比べ断層が細粒化していることや，粘土鉱
物が充填されていることを説明すると共に，sF断層系とcf断
層系との違いを整理し説明すること。

H30.7.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.1ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.24会合

- S2-84 敷地地質 cf系 第558回会合 平成30年3月23日

cf断層系の特徴の一つである，周辺岩盤よりも断層の方が
固くなる事例として示したスコットランドの断層について，周
辺岩盤の地層，断層の色等，cf断層系との性状の違いを説
明すること。

H30.7.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.1ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.24会合

- S2-85 敷地地質 地質・地質構造 第558回会合 平成30年3月23日

筋状組織について，cf断層系との分類の考え方を再度説明
すること。また，露頭で確認できるものに対しては「組織」と
いう表現よりも「構造」という表現を用いる。名称を再考する
こと。

H30.7.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.1ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.24会合

- S2-86 敷地地質 地質・地質構造 第558回会合 平成30年3月23日

Ｍ１面段丘堆積物が海成層である根拠として提示した穿孔
貝の生痕化石について，砂礫層の下位の岩盤での事例を
示すと共に，傾斜したラミナ等の地質観察結果から，どのよ
うな環境の海で堆積した地層であったのか，記載を充実さ
せること。

H30.7.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.1ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.24会合

- S2-87 敷地地質 全般事項 第558回会合 平成30年3月23日

sF-1断層，シームS-11，第四系中の変状に関する追加調
査の進捗状況を説明すること。

H30.4.24ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.6.1会合

- S1-65
敷地周辺

地質
奥尻海盆東縁

断層
第579回会合 平成30年6月1日

奥尻海盆北東縁断層，奥尻海盆東縁断層及び西津軽海盆
東縁断層について，個別の断層として評価するか，一連の
断層として連動させて評価するかを整理して説明すること。
なお，個別の断層として評価し、結論付けるのであれば，国
交省がF18断層として一連の断層とした根拠を確認し，その
根拠に対する事業者としての評価を説明すること。

H31.4.23ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.6.21会合

- S1-67
敷地周辺

地質
地質・地形，
全般事項

第579回会合 平成30年6月1日

二枚橋付近においてH4面をMIS7と判断した理由について，
地形判読結果や海水準変動等を考慮した記載となっていな
い。記載を改めること。

H31.4.23ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.6.21会合

- S1-68
敷地周辺

地質
地質・地形，
全般事項

第579回会合 平成30年6月1日

材木川沿いの文献地質断層のまとめ等に記載されている
「文献地質断層において変位・変形が認められないため，
断層は分布しないと評価する」について，主旨が分るように
記載を改めること。

H31.4.23ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.6.21会合

- S2-88 敷地地質 地質・地質構造 第579回会合 平成30年6月1日

筋状構造とcf断層系との関係について説明すること。 H30.7.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.1ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.24会合

- S2-89 敷地地質 sF系 第579回会合 平成30年6月1日

sF-1断層の評価に関わる断層内物質中の自形沸石による
検討の位置付け，活動性評価に有効な方法であるか否か
について説明すること。

H30.7.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.1ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.24会合

三陸沖北部から根室沖に想定されるプレート間地震に伴う
津波に関して，事業者が独自に設定した基準波源モデルの
パラメータが，東北地方太平洋沖地震の津波痕跡高を再現
することを確認する等により，基準波源モデルの設定手順
の妥当性を示すこと。

H30.8.20ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.9.10ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.9.21会合

- S5-29 津波
三陸沖から根

室沖
第553回会合 平成30年3月2日

基準波源モデルを"選定する妥当性"を説明すること。例え
ば，三陸沖北部から根室沖に想定されるプレート間地震に
伴う津波の検討の際には，津軽海峡開口部付近の太平洋
沿岸において，複数の基準波源モデルによる計算津波高
と，過去の津波による痕跡高との比較等を示すこと。なお，
その際，大すべり域，超大すべり域の位置関係等が分かる
ように，波源モデル図を重ねた図も提示すること。

H30.8.20ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.9.10ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.9.21会合

- S5-28 津波
三陸沖から根

室沖
第553回会合 平成30年3月2日

下北半島西部の隆起に関して，大間崎付近がローカルに
隆起していると考えている。調査結果等を踏まえて，震源断
層を仮定することも一つの考え方としてあることを前提に，
大間崎付近の隆起傾向について，以下の説明をすること。
・下北半島西部の西側海岸におけるM1面段丘面内縁標高
の段差状のギャップに関する要因。
・事業者の説明する大間崎背斜と詳細重力解析（密度構造
解析結果）から推定された長波長の褶曲構造との関係及び
大間崎付近の隆起・地形的高まりとの関係。

H31.4.23ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.6.21会合

- S1-66
敷地周辺

地質
下北半島西部

の隆起
第579回会合 平成30年6月1日
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コメント内容 回答日
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No. 分野 項目 指摘場所 指摘日

- S2-90 敷地地質 シーム 第579回会合 平成30年6月1日

シームS-11の調査状況・評価方針に関して，大間崎背斜に
関わる敷地周辺の議論を踏まえたうえで，シームの評価方
針の中での位置付けを明確にし説明すること。

H30.7.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.1ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.24会合

- S2-91 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第579回会合 平成30年6月1日

シーム（変状を伴う部分）に関して，岩盤の風化部の厚さと
の関係の根拠となるバックデータを整理し，風化程度の具
体的な測定方法と共に説明すること。

H30.7.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.1ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.8.24会合

- S3-1 地下構造 全般事項 第594回会合 平成30年6月29日

屈折法地震探査など各種調査について，元となるデータを
提示すると共に，結果が得られるまでの解析の経緯が分る
ように，記載を充実させ説明すること。

2019.12.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2020.1.17会合

- S3-2 地下構造
広域

地下構造調査
第594回会合 平成30年6月29日

敷地周辺の広域の地下構造を確認するという観点から，以
下のデータを追加し説明すること。
・現在記載している範囲よりも東方の地質構造，速度構造
に関わる調査データ
・現在記載している範囲よりも更に北方の地質断面図

2019.12.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2020.1.17会合

- S3-3 地下構造
敷地近傍

地下構造調査
第594回会合 平成30年6月29日

敷地における浅部地下構造調査では，複数の地質断面図
や速度構造断面図を提示している。敷地を中心としてもう少
し広い範囲の図も提示し説明すること。

2019.12.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2020.1.17会合

- S3-4 地下構造 解放基盤表面 第594回会合 平成30年6月29日

解放基盤相当位置と解放基盤表面との関係について，規
則の解釈や審査ガイドの要求事項との関係から説明するこ
と。また，解放基盤相当位置という名称について，再考する
こと。

2019.12.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2020.1.17会合

- S3-5 地下構造 解放基盤表面 第594回会合 平成30年6月29日

解放基盤表面の設定に関して、ボーリングコア観察結果の
記載の充実，PS検層の元データの提示を行い，どのように
解放基盤表面を設定したのか説明すること。

2019.12.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2020.1.17会合

- S3-6 地下構造 地震基盤 第594回会合 平成30年6月29日

地震基盤についてどのように評価したのか，深部ボーリン
グ等の根拠データを整理し説明すること。

2019.12.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2020.1.17会合

- S3-9 地下構造 地震観測記録 第594回会合 平成30年6月29日

H/Vスペクトル比に基づく検討に関して，敷地の北方及び南
方の地震観測記録についても，可能な範囲でデータを取り
入れた検討を行い説明すること。

2019.12.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2020.1.17会合

- S3-10 地下構造
地下構造
モデル

第594回会合 平成30年6月29日

理論的手法に用いる深部地下構造モデルに関して，防災
科研など下北半島付近の地殻の厚さに関する最近の文献
も参照し説明すること。

2019.12.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2020.1.17会合

- S2-92 敷地地質 地質・地質構造 第615回会合 平成30年8月24日

断層・シーム等の分類の概要をまとめた一覧表中に，固結
度の違い及び断層面の明瞭さを追記し説明すること。

H30.9.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.10.9ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.10.26会合

- S2-93 敷地地質 地質・地質構造 第615回会合 平成30年8月24日

上載地層法に用いるＭ1面段丘堆積物について，洞爺テフ
ラの確認状況，段丘堆積物の連続性等，認定根拠を説明
すること。

H30.9.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.10.9ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.10.26会合

- S2-94
敷地・敷地
周辺地質

sF系 第615回会合 平成30年8月24日

sF断層系の評価について，今後は敷地近傍の資料に加え
て説明すること。

H31.4.23ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.6.21会合

- S2-95
敷地・敷地
周辺地質

sF系 第615回会合 平成30年8月24日

ｓF-1断層の深部への連続性について，反射法地震波探査
の再解析で精度よく捉えることが可能なのか，どの程度の
精度で変位を捉えることが可能なのか，時間断面等を用い
て説明すること。

H31.4.23ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.6.21会合

- S2-96
敷地・敷地
周辺地質

sF系 第615回会合 平成30年8月24日

sF断層系について，sF-1断層とsF-2断層系との関係，深部
への連続性，形成史を整理し説明すること。

H31.4.23ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.6.21会合

- S2-97
敷地・敷地
周辺地質

sF系 第615回会合 平成30年8月24日

sF-1断層の薄片観察結果に関して，珪藻化石認定根拠を
説明すること。

H31.4.23ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.6.21会合

- S2-98 敷地地質 dF系 第615回会合 平成30年8月24日

dF-a断層はdF断層系でも重要な断層と考えられるので．
dF-a断層の延長部の大畑層内に，断層を示唆する性状は
認められないとした根拠について，補足説明資料ではなく
本編資料に整理し説明すること。

H31.2.12ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H31.3.11ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H31.4.5会合

- S2-99 敷地地質 シーム 第615回会合 平成30年8月24日

Tf-5(a)トレンチで，cf-3断層とシームS-11との切断関係を
確認した箇所付近の針貫入試験結果等を提示し固結して
いるcf-3断層よりも，軟質なシームS-11の活動が古いとい
うことについて，なぜそのようになるのか，考察し説明するこ
と。

H30.9.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.10.9ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.10.26会合

- S3-7 地下構造 地震観測記録 第594回会合 平成30年6月29日
解放基盤表面の地震動評価に関して，他サイトにおける検
討等も参考にして，どのような特徴があるか分析し，説明す
ること。

2019.12.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2020.1.17会合

地震波の到来方向の検討に関して、解放基盤より浅部の
影響等について考察した上で、解放基盤表面での地震動
特性について説明すること。

2019.12.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2020.1.17会合

- S3-8 地下構造 地震観測記録 第594回会合 平成30年6月29日
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- S2-100 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第615回会合 平成30年8月24日

変状の平面的分布と岩盤の風化部の厚さとの関係につい
て，元データとなるボーリング地点を記載すること。また，風
化部の判断根拠を柱状図を用いて説明すると共に，各孔で
の判定結果を一覧表に整理し説明すること。更に，第四系
中の変状の分布・性状のまとめの表に，段丘堆積物の厚さ
や，風化部の厚さを追記し，変状の有無との関係を説明す
ること。

H30.9.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.10.9ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.10.26会合

- S2-101 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第615回会合 平成30年8月24日

敷地内の第四系中の変状について，Ts-8トレンチのような
マウンド状の変形も含めて，これまでの観察事実を網羅的
に提示し，変状が敷地内でどのように分布しているのか整
理したうえで，評価内容を説明すること。

H30.9.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.10.9ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.10.26会合

- S2-102 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第615回会合 平成30年8月24日

第四系中の変状と，弱風化部・新鮮部との関係に関する
データを整理し，変状が生じていない部分の岩盤の風化程
度を説明すること。

H30.9.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.10.9ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.10.26会合

- S2-103 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第615回会合 平成30年8月24日

第四系中の変状を説明する際には，シームの活動性と第
四系中の変状とは関連しないと判断した理由，根拠を説明
すること。

H30.9.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.10.9ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.10.26会合

- S2-104 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第615回会合 平成30年8月24日

シーム（変状を伴う部分）の分布範囲の概念図について，主
観的なものは入れず，弱風化部の厚さなど，調査結果に基
づいて適切に表現すること。

H30.9.18ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.10.9ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.10.26会合

- S2-105 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第615回会合 平成30年8月24日

第四系中の変状の評価について，上載地層法等との関係
を整理して説明すること。

H30.10.9ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H30.10.26会合

- S5-31 津波
三陸沖から根

室沖
第627回会合 平成30年9月21日

基準波源モデル③，④の策定に関わり，「宮城県沖の大す
べり域の破壊特性を考慮した特性化モデル」に対する，3.11
地震による津波の再現性確認を，４地点の観測波形等で実
施したとしているが，これらによりどのように再現性があると
判断したのかを説明すること。

2019.6.5ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.11.26ﾋｱﾘﾝｸﾞ(東北合同)
2020.12.10ﾋｱﾘﾝｸﾞ(東北合同)
2020.12.14ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2021.1.14ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2021.2.19会合（東北合同）

- S5-32 津波
三陸沖から根

室沖
第627回会合 平成30年9月21日

「三陸沖から根室沖のプレート間地震に伴う津波」に関し
て，津軽海峡開口部付近の沿岸における計算津波高につ
いて，基準波源モデル①及び②と，基準波源モデル⑥とを
比較できるように提示し，基準波源モデル①及び②が大間
独自のモデルとして設定されている位置付けを説明するこ
と。

2019.6.5ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.11.26ﾋｱﾘﾝｸﾞ(東北合同)
2020.12.10ﾋｱﾘﾝｸﾞ(東北合同)
2020.12.14ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2021.1.14ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2021.2.19会合（東北合同）

- S5-36 津波 波源の組合せ 第627回会合 平成30年9月21日

地震による津波と地震以外の要因による津波の組合せに
関して，日本海東縁部に想定される地震に伴う津波と，佐
井エリアの斜面崩壊に起因する津波とを組合わせることの
妥当性，取水口前面位置において，水位時刻歴波形を線
形に足し合わせて算出している妥当性を説明すること。

2019.6.5ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.11.26ﾋｱﾘﾝｸﾞ(東北合同)
2020.5.11ヒアリング
2020.6.19会合
2021.10.7ヒアリング
2021.10.15ヒアリング
2021.11.25ヒアリング

- S5-30 津波
三陸沖から根

室沖
第627回会合 平成30年9月21日

「三陸沖から根室沖のプレート間地震に伴う津波」の基準波
源モデル策定の手順及び考え方のフロー図において，基準
波源モデル①及び②の設定にあたり3.11地震による津波の
再現性をどのように反映したのかを示し，基準波源モデル
③～⑥との関連性を含め基準波源モデル①及び②の妥当
性を説明すること。

2019.6.5ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.11.26ﾋｱﾘﾝｸﾞ(東北合同)
2020.12.10ﾋｱﾘﾝｸﾞ(東北合同)
2020.12.14ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2021.1.14ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2021.2.19会合（東北合同）

「三陸沖から根室沖のプレート間地震に伴う津波」の基準波
源モデル⑥に関して，3.11地震の津波に対して広域の津波
特性を考慮した特性化モデルでは１つとなっている大すべ
り域を，三陸沖から根室沖の波源を設定する際に２つに分
割するとした考え方，妥当性について説明すること。また，
合わせて面積比率の考え方も説明すること。

2019.6.5ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.11.26ﾋｱﾘﾝｸﾞ(東北合同)
2020.12.10ﾋｱﾘﾝｸﾞ(東北合同)
2020.12.14ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2021.1.14ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2021.2.19会合（東北合同）

- S5-34 津波
三陸沖から根

室沖
第627回会合 平成30年9月21日

「三陸沖から根室沖のプレート間地震に伴う津波」の各基準
波源モデルの設定のフローについて，以下のとおり記載の
充実，修正等を行い説明すること。
・基本すべり量と，平均すべり量との関係について，より記
載を充実させること。
・すべり量，すべり角の設定のうち，すべり量の補正に関す
る記載，及びすべり角に関する記載について，適切な記載
に修正すること。

2019.6.5ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.11.26ﾋｱﾘﾝｸﾞ(東北合同)
2020.12.10ﾋｱﾘﾝｸﾞ(東北合同)
2020.12.14ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2021.1.14ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2021.2.19会合（東北合同）

- S5-33 津波
三陸沖から根

室沖
第627回会合 平成30年9月21日

「三陸沖から根室沖のプレート間地震に伴う津波」の基準波
源モデルの妥当性確認のため，計算津波高と既往津波高
との比較に関して，本資料で着目すべき太平洋側の沿岸か
ら津軽海峡入口の範囲とそれぞれの津波高を明示するこ
と。また，基準波源モデル①～⑥による計算津波高が，津
軽海峡に入る前にどのような傾向を示すのか，津軽海峡内
に入り敷地においてどのような傾向を示すのかを示すこと。

2019.6.5ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.11.26ﾋｱﾘﾝｸﾞ(東北合同)
2020.12.10ﾋｱﾘﾝｸﾞ(東北合同)
2020.12.14ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2021.1.14ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2021.2.19会合（東北合同）

- S5-35 津波
三陸沖から根

室沖
第627回会合 平成30年9月21日
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コメント内容 回答日
旧
No.

No. 分野 項目 指摘場所 指摘日

- S5-37 津波 全般事項 第627回会合 平成30年9月21日

波源パラメータの設定の記載等において，原論文として引
用した土木学会(2002)と，土木学会(2016)とが混在してい
る。最新の文献である土木学会(2016)に統一するか，ある
いは，土木学会(2002)を引用するのであればその理由を記
載すること。

2019.6.5ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.11.26ﾋｱﾘﾝｸﾞ(東北合同)
2020.5.11ヒアリング
2020.6.19会合

- S5-38 津波 全般事項 第627回会合 平成30年9月21日

防波堤等の有無が津波に与える影響に関して，防波堤が
有った方が津波が大きくなるという結論について，各ケース
の検討結果をまとめたうえで説明すること。

2019.6.5ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.11.26ﾋｱﾘﾝｸﾞ(東北合同)
2020.5.11ヒアリング
2020.6.19会合
2021.6.3ヒアリング
2021.7.1ヒアリング
2021.7.30会合

- S2-106 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第646回会合 平成30年10月26日

段差型変状とマウンド型変状は同様の物理現象で生じてい
ると考えられるため，最初から区分して評価することが適切
か否か、再度考え方を整理し説明すること。

H31.2.12ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H31.3.11ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H31.4.5会合

- S2-107 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第646回会合 平成30年10月26日

シームの活動性と段差型変状とは関連しないと判断した理
由・根拠について，資料に明記し説明すること。

H31.2.12ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H31.3.11ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H31.4.5会合

- S2-108 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第646回会合 平成30年10月26日

大間サイトでは上載地層法をどのように扱っているのか，
シームについては断層相互の切断関係で評価する理由な
ど，考え方を整理し説明すること。

H31.2.12ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H31.3.11ﾋｱﾘﾝｸﾞ
H31.4.5会合

- S2-122 敷地地質 cf系 第700回会合 平成31年4月5日

cf断層系の活動性評価の代表断層の選定について，断層
の諸元等から代表性を整理し説明すること。

2019.8.28ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.10.16ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.11.11ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.11.29会合

- S2-123 敷地地質 dF系 第700回会合 平成31年4月5日

dF断層系の活動性評価の代表断層の選定について，断層
の諸元等から代表性を整理し説明すること。

2019.8.28ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.10.16ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.11.11ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.11.29会合

- S2-124 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第700回会合 平成31年4月5日

第四系中の変状について，基盤岩である易国間層に変位・
変形が生じているという実態等を踏まえ，評価対象を明確
にして適切な名称に見直すこと。

2019.8.28ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.10.16ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.11.11ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.11.29会合

- S2-125 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第700回会合 平成31年4月5日

変位を伴う不連続面について，新鮮部に分布するものと強
風化部に分布するものとの違い，強風化部に分布するもの
のうち変状に関わるものと関わらないものとの違いを整理し
説明すること。

2019.8.28ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.10.16ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.11.11ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.11.29会合

- S2-126 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第700回会合 平成31年4月5日

強風化部の一部で変位・変形が生じているという観察事実
を基に，岩盤の風化と変位・変形が関連するものであるとす
るなら，岩盤の風化のプロセスを含め，強風化部の一部で
変位・変形が生じるメカニズムと，それを裏付ける物的証拠
を整理して説明すること。

2019.8.28ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.10.16ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.11.11ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.11.29会合

- S2-127 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第700回会合 平成31年4月5日

重要な安全機能を有する施設の基礎底面又は側壁に露頭
する可能性が考えられるシームについて，「その他のシー
ム」を含めて，底盤・法面の地質観察データを提示するこ
と。

2019.8.28ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.10.16ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.11.11ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.11.29会合

- S2-128 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第700回会合 平成31年4月5日

総合評価のフローについて，第四系中の変状に関する評価
とシームの評価を関連付けるとともに，変状に関わる断裂
が発生する区間，変状に関する施工対策の有効性等も含
めて規制・基準との適合性が分かるように全体の論理構成
を整理して説明すること。

2019.8.28ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.10.16ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.11.11ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.11.29会合

- S2-129 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第700回会合 平成31年4月5日

断層と変位を伴う不連続面等とを区分する閾値として，見
掛けの鉛直変位量１ｍとする考え方について，「変状に関
わる断裂（変位を伴う不連続面）」との関係も踏まえ説明す
ること。

2019.8.28ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.10.16ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.11.11ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.11.29会合

- S2-130 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第700回会合 平成31年4月5日

大間サイトでは，シームが上載地層に変位・変形を与えて
いるところもあれば与えていないところもある。調査地点の
代表性の観点も含め，改めて大間サイトにおける上載地層
法の適用性を説明すること。

2019.8.28ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.10.16ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.11.11ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.11.29会合

- S1-73
敷地周辺

地質
奥尻海盆東縁

断層
第732回会合 2019年6月21日

奥尻海盆北東縁断層，奥尻海盆東縁断層及び西津軽海盆
東縁断層の連動について，国土交通省(2014)に示されてい
る長さ（137.4km），事業者が文献調査段階で示した長さ（14
3km），事業者が同時破壊を考慮すると評価した長さ(127km
)の根拠を説明し，震源として考慮するものを選定すると共
に，地震動への影響をM-Δ図等を用いて説明すること。

2019.10.9ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.11.20ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.12.20会合

- S1-74
敷地周辺

地質
sF系 第732回会合 2019年6月21日

sF-1断層について，地下深部への連続性について説明性
向上の観点から，震源断層であるか否かについての調査・
評価を補強し説明すること。

2019.10.9ﾋｱﾘﾝｸﾞ(方針説明)
2019.11.20ﾋｱﾘﾝｸﾞ(方針説明)
2019.12.20会合(方針説明)
2019.12.24ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2020.2.17ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2020.4.16会合
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S1-75

- S1-76
敷地周辺

地質
下北半島西部

の隆起
第732回会合 2019年6月21日

渡辺ほか（2012）に示されている大間周辺の1903年～1981
年間の水準点変動データについて，1981年以降のデータの
有無を確認し，データがあれば傾向等を説明すること。

2019.10.9ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.11.20ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.12.20会合

- S2-131 敷地地質 cf系 第804回会合 2019年11月29日

cf-3断層について活動性が否定されることは理解した。
cf断層系の活動性評価の代表断層としてcf-3断層を選定し
ていることについて，説明性向上の観点から，見掛けの水
平最大変位量だけでなく，その他の諸元も踏まえ総合的に
整理し説明すること。

2020.3.16ﾋｱ資料提出
2020.4.7ヒアリング
2020.5.21会合

- S2-132 敷地地質 dF系 第804回会合 2019年11月29日

dF-a断層を活動性評価の代表断層とする考え方は理解し
た。また，dF断層系については，df-2断層が上載地層であ
る大畑層に変位・変形を与えていないことも確認している。
そのうえで，dF-a断層の活動性評価に関して，大畑層基底
面にdF-a断層の変位が認められないとするデータ，大畑層
内の断層延長部に断層を示唆する性状が認められないと
するデータを整理し，ボーリングコア写真等とともに説明す
ること。

2020.3.16ﾋｱ資料提出
2020.4.7ヒアリング
2020.5.21会合

- S2-133 敷地地質 dF系 第804回会合 2019年11月29日

dF断層系の分布に関して，敷地西側の海域で南北系の走
向に変化しているところもdF断層系としている考え方，根拠
を整理し説明すること。

2020.3.16ﾋｱ資料提出
2020.4.7ヒアリング
2020.5.21会合

- S2-134 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第804回会合 2019年11月29日

「ps系弱面はシーム沿いに分布する」と記載されているが，
ps系弱面はシームそのものを利用して形成されたという事
実を踏まえ，適切な表現にすること。

2020.12.16ヒアリング
2021.3.10ヒアリング
2021.4.22ヒアリング
2021.6.25会合

- S2-135 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第804回会合 2019年11月29日

pd系弱面について，M1面段丘堆積物との関係を直接確認
できないものについても後期更新世に動いたとする根拠，
及び変位を伴う不連続面のうち低角のもののみをpd系弱面
とする根拠を整理し説明すること。

2020.12.16ヒアリング
2021.3.10ヒアリング
2021.4.22ヒアリング
2021.6.25会合

- S2-136 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第804回会合 2019年11月29日

pd系弱面がシームの層準付近の成層構造が発達する部分
に限定的に分布していた低角の変位を伴う不連続面を利用
して形成されたとする理由及び根拠を，以下の内容を含め
説明すること。
・成層構造が発達する部分の認定プロセス及び認定根拠。
・成層構造が発達する部分のみに低角の変位を伴う不連続
面が多く分布する理由及び根拠。

2020.12.16ヒアリング
2021.3.10ヒアリング
2021.4.22ヒアリング
2021.6.25会合

- S2-137 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第804回会合 2019年11月29日

変状は基盤岩が風化した体積膨張を主因としているが，こ
れに対してps系弱面とpd系弱面を議論のベースとする理由
を，以下の内容を含め説明すること。
・ps系弱面により逆断層センスの変位が生じる理由と膨脹
との関係。
・pd系弱面がps系弱面の上盤に少なく，下盤に多い理由。
・ｐｄ系弱面により生じているせん断構造と，強風化岩盤の
変形構造との関係。
・強風化岩盤の体積膨脹と変状による変形との関係。

2020.12.16ヒアリング
2021.3.10ヒアリング
2021.4.22ヒアリング
2021.6.25会合

- S2-138 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第804回会合 2019年11月29日

以下の内容を含めて風化と変状の因果関係を整理・考察し
説明すること。
・Ts-5法面やTs-6法面のように，強風化部とシームの同じ
条件があるにも関わらず，変状の有無に違いがある理由。
・Ts-1～3トレンチのように，近接した位置にあるにも関わら
ず風化の程度に差がある理由。
・岩盤が強風化し膨張して変状が生じたという解釈に至った
考え方。

2020.12.16ヒアリング
2021.3.10ヒアリング
2021.4.22ヒアリング
2021.6.25会合

- S1-75
敷地周辺

地質
下北半島西部

の隆起
第732回会合 2019年6月21日

下北半島西部の隆起に関してF-14断層の不確かさの一環
として設定した仮想的な断層の基本方針については一定の
理解をするものの，走向については任意性があると考えて
いる。ブーゲー重力異常等の地下構造，背斜・向斜等の地
質・地質構造，リニアメント等の変動地形学の観点等から，
仮想的な断層の走向を時計回りに回転させたケースについ
ても検討し説明すること。

2019.10.9ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.11.20ﾋｱﾘﾝｸﾞ
2019.12.20会合

強風化岩盤が膨張したという説明に対しては，直接的な根
拠を重視する。膨張による岩盤の体積増加の類似事例調
査等も踏まえ，薄片観察，地質観察等によって強風化岩盤
が膨張した痕跡の有無を確認のうえ改めて説明すること。

2020.12.16ヒアリング
2021.3.10ヒアリング
2021.4.22ヒアリング
2021.6.25会合

- S2-139 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第804回会合 2019年11月29日
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S3-15 地下構造 地震観測記録 第822回会合 2020年1月17日

地震観測を実施しているのはT.P.-207.5mであり，この位置
における検討が重要であると考えている。第5.2.5章で実施
した「Noda et al.(2002)の手法による地震動を指標とした確
認」及び第3.2.2章で実施した「基盤位置における検討」につ
いて，T.P.-207.5mの位置で実施すること。

2020.9.28ヒアリング
2020.11.16ヒアリング
2020.11.30ヒアリング
2020.12.18会合

- S1-77
敷地周辺

地質
下北半島西部

の隆起
第817回会合 2019年12月20日

審査ガイドでは，地表付近の断層の個別の痕跡等のみにと
らわれることなく，当該地域の地形発達過程および地質構
造等を総合的に検討して評価することが求められており，
地表付近の痕跡等とその起因となる地下深部の震源断層
の活動時期は常に同時ではなく，走向や傾斜は必ずしも一
致しないとされている。
このことを念頭に以下の観点等を考慮のうえ，F-14断層を
起点とした仮想的な断層として想定し得る領域を提示し説
明すること。
・東北日本弧は東西圧縮の応力場であること。
・リニアメント・大間崎背斜・大間海脚の走向から，この地域
の地質・地質構造は北西－南東方向が卓越していること。
・ブーゲー重力異常に関しては，検討ケース①は調和して
いること。
また，「仮想的な断層」という名称について，震源を特定して
策定する地震動であることを念頭に再考すること。

2020.6.1ヒアリング
2020.7.3会合

大間層内のせん断波速度のコントラストや敷地北側のデイ
サイト等，解放基盤表面より浅部の構造が地震動に与える
影響を確認したいので，第2.2章の地下構造モデルを用い
た解析に，以下の検討等を加え説明すること。
・T.P.-260m以浅も含めた三次元地下構造モデルにリッカー
波を入力した解析を行い，炉心位置の解放基盤表面の
T.P.-260m及び原子炉建屋の支持地盤に近い位置と言わ
れているT.P.-7.5mの位置で，一次元水平モデルの最大振
幅値との比較を行うこと。
・炉心位置の水平成層モデルについて，S波速度，密度及
びQ値を明記すること。

2020.11.16ヒアリング
2020.11.30ヒアリング
2020.12.18会合

S3-12 地下構造
基盤の地震動

を評価する位置
第822回会合 2020年1月17日

解放基盤表面，基盤の地震動を評価する位置，鉛直アレイ
地震観測点の関係を，以下の内容を含めて整理のうえ，地
震動の策定方針を説明すること。
・T.P.-230m（基盤の地震動を評価する位置）で策定した地
震動をT.P.-260m（解放基盤表面）へ入力することとした考
え方。
・統計的グリーン関数法及び経験的グリーン関数法で用い
る地下構造モデルの考え方。
・吉田ほか(2005)の知見を踏まえた検討の模式図における
基盤の地震動を評価する位置と，解放基盤表面との関係。

2020.9.28ヒアリング
2020.11.16ヒアリング
2020.11.30ヒアリング
2020.12.18会合

S3-11 地下構造
地下構造ﾓﾃﾞﾙ
を用いた解析

第822回会合 2020年1月17日

基準化スペクトルに基づく検討に関して，以下について要因
を分析し説明すること。
・南側の観測点において，高周波側で持ち上がる傾向がみ
られる要因。
・基盤位置における検討において，基準化スペクトルに見ら
れる山谷の要因。

2020.9.28ヒアリング
2020.11.16ヒアリング
2020.11.30ヒアリング
2020.12.18会合

S3-14 地下構造 地震観測記録 第822回会合 2020年1月17日

異なる深度の応答スペクトル比に基づく検討について，以
下の検討等を加え説明すること。
・1秒～2秒付近の変動が2倍程度に増幅している要因。
・スペクトル比にする前のT.P.-207.5m及びT.P.-7.5mそれぞ
れの位置で得られた地震観測記録。

2020.9.28ヒアリング
2020.11.16ヒアリング
2020.11.30ヒアリング
2020.12.18会合

S3-13 地下構造 地震観測記録 第822回会合 2020年1月17日

フィリプサイトは生成温度が低温であること，K-Ar法年代測
定を適用した地質学的事例が無いと思われること等から，
生成年代の評価に疑問が残る。
このため，sF-1断層が震源として考慮する活断層であるか
否かの評価については，地下深部への連続性の有無の検
討が最重要で，次に多重逆解法を用いた応力場の検討で，
鉱物脈法による検討については参考扱いと考えており，総
合的な観点からの評価が必要であると考えている。このよう
な審査の位置付けも含めて，整理のうえ説明すること。

2020.6.22ヒアリング
2020.9.14ヒアリング
2020.10.9会合

S1-78
敷地周辺

地質
sF系 第856回会合 2020年4月16日



(19/27)
2023年5月18日現在

大間原子力発電所　審査会合における指摘事項について（地震・津波関係）

コメント内容 回答日
旧
No.

No. 分野 項目 指摘場所 指摘日

S1-80
敷地周辺

地質
sF系 第856回会合 2020年4月16日

多重逆解法を用いた断層形成に関わる応力場の検討につ
いて，以下を考慮のうえ改めて説明すること。
・審査資料に反映されていないボーリングデータ等を追加
のうえ再解析すること。
・解析に用いたボーリング孔名，確認深度等の情報を整理
しリスト化し提示すること。
・本検討結果については，本編資料とすること。

2020.6.22ヒアリング
2020.9.14ヒアリング
2020.10.9会合

S2-140 敷地地質 dF系 第862回会合 2020年5月21日

dF-a断層と上載地層である大畑層との関係について，dF-a
断層想定延長部であるP-4孔の39.6m～40.2m付近のボー
リングコアに，赤褐色で砂状を呈する箇所がある。これを
dF-a断層ではないと判断した理由を記載すること。
また，P-4孔以外のボーリングコアについても同様な性状を
呈する箇所の有無を確認のうえ，認められる場合はその性
状に対する判断や理由を記載すること。

2020.7.1ヒアリング
2020.8.5ヒアリング
2020.8.28会合

S5-41 津波 日本海東縁部 第868回会合 2020年6月19日

日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の，想定波源
域を考慮のうえ設定する基準波源モデルを対象に行う不確
かさの検討について，以下を考慮のうえパラメータスタディ
実施の要否も含めて整理表を作成のうえ説明すること。
・概略パラスタにおいて，南部のみにアスペリティを配置し
たケースを実施した理由。
・詳細パラスタにおいて，断層上縁深さ5km以深のケースを
実施しない理由。
・ライズタイムについて，パラメータスタディを実施しない理
由。

2021.2.8ヒアリング
2021.3.11ヒアリング
2021.4.2会合

S5-42 津波 全般事項 第868回会合 2020年6月19日

防波堤の有無の影響検討について，防波堤が有る場合に
水位変動量が最大となるケースの波源と，無い場合に水位
変動量が最大となるケースの波源が異なることを踏まえ，
無い場合の波源も組合せの対象として採用すること。

2021.7.1ヒアリング（一部説明）
2021.7.30会合（一部説明）
2021.10.7ヒアリング
2021.10.15ヒアリング
2021.11.25ヒアリング

S1-79
敷地周辺

地質
sF系 第856回会合 2020年4月16日

sF-1断層の地下深部への連続性の有無の検討について，
以下を考慮のうえ説明性を向上し，改めて説明すること。
・地下深部への連続性の有無の判断根拠として用いた鍵層
AT-22について，確認深度，層厚，性状等の同定根拠を整
理し説明するとともに，検討に用いたボーリング柱状図，
ボーリングコア写真等のエビデンスを追加すること。
・断層の長さと変位量の関係を示す文献を追加し反映する
こと。
・本検討結果については，本編資料とすること。

2020.6.22ヒアリング
2020.9.14ヒアリング
2020.10.9会合

2020.7.1ヒアリング
2020.8.5ヒアリング
2020.8.28会合

S5-40 津波 日本海東縁部 第868回会合 2020年6月19日

日本海東縁部に想定される地震に伴う津波の想定波源域
の設定，及び基準波源モデルの設定について，地震調査
研究推進本部（2003）や土木学会(2016)等の文献を引用す
るだけでなく，以下の内容を含めて申請者の考え方を整理
するとともに，資料構成を再整理すること。なお，太平洋側
のプレート間地震の検討波源についても同様に適宜修正す
ること。
・日本海東縁部の地震は，東西圧縮場という中で起こって
いる特殊な地震であり変動幅があることを踏まえ，日本海
東縁部の特性について整理。
・日本海東縁部に想定される地震の検討に際して，地下構
造の考慮と端部設定の根拠，その上で想定波源域を南北
340km，東西50kmとし設定した理由。
・設定した波源モデルにおいて８ケースの断層面を考えた
理由，及び断層傾斜角・傾斜方向設定の考え方。
・根本ほか(2009)のアスペリティモデルを採用した理由，及
びこのアスペリティモデルであれば保守性を担保できるとし
た理由，並びに最大すべり量を12ｍに設定した根拠。
・大角ほか(2018)等，前回の審査会合以降の新たな文献を
確認のうえ，敷地への影響を踏まえて整理。

2021.2.8ヒアリング
2021.3.11ヒアリング
2021.4.2会合 （日本海東縁部
について説明）
2021.6.3ヒアリング（太平洋側
他への反映をご説明）
2021.7.1ヒアリング（太平洋側
他への反映をご説明）
2021.7.30会合（太平洋側他へ
の反映をご説明）

S2-141 敷地地質 dF系 第862回会合 2020年5月21日

dF断層系の西側海域への連続性について，以下の内容を
追加のうえ整理し説明すること。
・dF断層系の特徴である，南側落下の正断層センスの変位
の根拠となる西側海域のdF-a断層及びdF-c断層を示した
断面図における鍵層の認定・対比の確認状況。
・見掛けの鉛直変位量の関係を含め，西側海域に分布する
dF-a断層及びdF-c断層が，陸域のdF-a断層及びdF-c断層
であると判断した根拠。
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コメント内容 回答日
旧
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No. 分野 項目 指摘場所 指摘日

S1-82
敷地周辺

地質
下北半島西部

の隆起
第871回会合 2020年7月3日

敷地周辺の地質･地質構造の審議においては，「隆起再現
断層の可能性がある領域」までとし，資料構成を変更するこ
と。

2020.10.26ヒアリング
2020.11.5ヒアリング
2020.11.20会合

S2-143 敷地地質 dF系 第893回会合 2020年8月28日

dF-a断層の想定延長部と大畑層の関係において，大畑層
中の褐色の部分について，褐色礫と説明されたが，本日提
示された資料では礫と判断できない。礫であると主張する
のであれば，ボーリングコアの拡大写真やスケッチを提示し
説明すること。

2020.9.25資料提出
2020.10.9会合

S5-44 津波
三陸沖から根

室沖
第949回会合 2021年2月19日

基準波源モデル③及び基準波源モデル④の想定津波群と
イベント堆積物及び内閣府（2020）の想定津波群を比較し，
基準波源モデル③，④の妥当性を説明すること。

2021.6.3ヒアリング
2021.7.1ヒアリング
2021.7.30会合

2020.10.26ヒアリング
2020.11.5ヒアリング
2020.11.20会合

S2-142 敷地地質 dF系 第893回会合 2020年8月28日

海域のdF断層系を陸域と同じdF断層系として評価するこ
と，dF断層系は後期更新世以降の活動はないと評価され，
震源として考慮する活断層に該当しないとの考えは理解し
た。ただし，以下の内容について記載を適正化すること。
・海域のdF断層系の変位センスについて，複合面構造によ
り評価し，P面とR1面の交角が，水平断面では小さいことか
ら，鉛直成分の変位センスが主体であるとの説明であり，
CT画像もそう見える。P面とR1面の交角の具体的な値やば
らつきの考え方について，口頭で説明した内容を明記する
こと。
・海域のdF断層系と陸域のdF断層系の走向は，海陸境界
部付近において，ほぼ同じような方向であることから，同じ
断層系である。但し，海陸境界付近から離れた範囲では，
ぶれてくることが確認されるという説明であった。説明内容
は理解するものの，このような走向の変化に関する考え方
について，口頭で説明した内容を明記すること。
・dF断層系は総じて「南側落下の正断層センスが卓越する
断層」とされているが，個別に見ると，傾斜方向の関係から
逆断層センスのものも存在するとの説明であり分かり難
い。「南側落下の縦ずれセンスが卓越する断層」等，記載を
適正化すること。
・評価フローやまとめでは，分布，変位センス，性状を区分･
整理し説明しているが，海域のdF断層系の検討において，
分布・性状に変位センスや傾斜方向が入っている等，分か
り難い記載がある。整理のうえ記載を適正化すること。

2020.9.25資料提出
2020.10.9会合

S1-81
敷地周辺

地質
下北半島西部

の隆起
第871回会合 2020年7月3日

隆起再現断層の地表出現領域の可能性がある領域の評価
について，「相対的に隆起が速い領域」を赤川付近の隆起
域まで含めるべきと考えている。ついては，隆起再現断層
の「地表出現領域の可能性がある領域」の南東端の根拠に
ついて，以下の内容を含め整理したうえで，再度説明するこ
と。
・下北半島西部の北東側海岸のM1段丘面の速度分布に，
二枚橋地点より東側のむつ地点や尻屋崎地点のデータを
加えた隆起傾向を再度提示すること。
・「相対的に隆起が速い領域」と，赤川付近から東の隆起域
が分かれるというのであれば，その考え方を示すこと。
・F-14断層の東方に隣接する背斜と向斜のペアとその南東
のペアについて，図示出来ない小規模のものも含めて全て
提示のうえ，地表出現領域の可能性がある領域の設定に
考慮した背斜･向斜の考え方を示すこと。
・重力異常との整合性の検討において，地表出現領域の可
能性がある領域の南東端付近等で地形･地質構造と整合
する領域を補正しているが，大局的な地質構造を示す重力
異常のデータを用いて補正した考え方を示すこと。
・海岸侵食地形の調査データを全て示し，赤川付近の隆起
との関係を説明すること。

2021.6.3ヒアリング
2021.7.1ヒアリング
2021.7.30会合

S5-43 津波
三陸沖から根

室沖
第949回会合 2021年2月19日

三陸沖から根室沖のプレート間地震に伴う津波の基準波源
モデルの設定に関して，以下の知見･文献等を追加し，記
載の充実を図ること。
・波源モデル③及び④の大すべり域・超大すべり域の設定
根拠となる，青森県東方沖及び岩手県沖北部のすべり域に
関する知見･文献。
・波源モデル⑤の設定根拠の一つとして，北海道東部沿岸
等の津波堆積物が高く分布する位置を考慮した超大すべり
域の位置設定の根拠と考え方。
・波源モデル⑥の大すべり域・超大すべり域の設定根拠と
なる島弧会合部等の知見・文献，及びパラスタを実施する
にあたり十勝沖・根室沖の超大すべり域の位置を西寄りに
固定していることの妥当性。
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コメント内容 回答日
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S5-45 津波
三陸沖から根

室沖
第949回会合 2021年2月19日

基準波源モデル①～⑥の概略パラメータスタディ最大ケー
スを対象に，動的破壊特性の不確かさを考慮した検討を実
施し，水位上昇側及び水位下降側の決定ケースが変わら
ないことを確認すること。

2021.6.3ヒアリング
2021.7.1ヒアリング
2021.7.30会合

S5-46 津波
三陸沖から根

室沖
第949回会合 2021年2月19日

基準波源モデル①～⑥の概略パラメータスタディ結果につ
いて，敷地前面における最大水位上昇量の比較に加えて，
敷地前面における評価水位抽出位置での比較も示すこと。

2021.6.3ヒアリング
2021.7.1ヒアリング
2021.7.30会合

S5-47 津波
三陸沖から根

室沖
第949回会合 2021年2月19日

基準波源モデル①，②について，「津波工学的な観点に基
づくモデル」と位置付けされているが，他のモデルは工学的
ではないと誤解を招く恐れがあるので，名称を再考するこ
と。

2021.6.3ヒアリング
2021.7.1ヒアリング
2021.7.30会合

S5-49 津波 日本海東縁部 第962回会合 2021年4月2日

想定波源域設定のうち，南北方向の設定について，東西方
向と同様に深さ方向も含めたものであるなら，その旨分か
るように記載を適正化すること。

2021.6.3ヒアリング
2021.7.1ヒアリング
2021.7.30会合

S5-50 津波 日本海東縁部 第962回会合 2021年4月2日

設定した傾斜方向・傾斜角の検討パターンのうち，想定波
源域からはみ出すパターンについて，津波評価上，保守側
の設定になると記載されている。具体的に何に対して保守
側の設定となっているのか，記載を充実させること。

2021.6.3ヒアリング
2021.7.1ヒアリング
2021.7.30会合

S4-1 地震 プレート間地震 第983回会合 2021年6月11日

SMGA位置の不確かさが認識論的不確かさに分類されてい
るが，偶然的不確かさとしての要素も含まれている。このこ
とを踏まえ，考慮する不確かさの整理表を適正化すること。

今後ご説明予定

S4-2 地震 プレート間地震 第983回会合 2021年6月11日

三陸沖北部の領域に設定した断層の断面図に，SMGAの
上端深さ，下端深さ，断層面の折れ曲がり点の深さを追記
すること。

今後ご説明予定

S2-144 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第986回会合 2021年6月25日

適合性評価の検討対象として選定している12枚のシームの
地下深部への連続性の説明に用いている敷地周辺の地質
断面図に関して，シームが地層に平行に分布する易国間層
の分布状況を検討するうえで，一つの根拠としている屈折
法地震探査に基づき作成した速度構造断面図も提示する
こと。

2021.10.28ヒアリング
2021.12.8ヒアリング
2022.3.3ヒアリング
2022.3.22ヒアリング
2022.4.22会合

S2-146 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第986回会合 2021年6月25日

重要な安全機能を有する施設である原子炉建屋，軽油タン
ク，第一フィルタベント及び燃料補助建屋の4つの施設の側
面のシームS-11と風化部との位置関係を明確にするため
に，根拠となる掘削面スケッチ，ボーリングコア等の基礎的
な資料を提示の上，断面図を複数追加する等により示すこ
と。また，その際にシームS-11層準(FT5-3)中のシームの
有無を整理して示すこと。

2021.10.28ヒアリング
2021.12.8ヒアリング
2022.3.3ヒアリング
2022.3.22ヒアリング
2022.4.22会合

S5-48 津波
三陸沖から根

室沖
第949回会合 2021年2月19日

内閣府（2020）の津波波源モデルと国内外で発生したM９ク
ラスの巨大地震の断層パラメータ等の比較から，内閣府
（2020）から得られる知見の基準津波への反映方法及び位
置づけを再整理すること。

2021.6.3ヒアリング
2021.7.1ヒアリング
2021.7.30会合

2021.10.28ヒアリング
2021.12.8ヒアリング
2022.3.3ヒアリング
2022.3.22ヒアリング
2022.4.22会合

S2-147 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第986回会合 2021年6月25日

重要な安全機能を有する施設の側面のシームS-11の活動
性に係る評価を行うにあたり，周囲の岩盤の風化の程度の
違いを明確化するために，数値データを基にした科学的な
根拠により，以下の岩盤性状について，トレンチ，法面，
ボーリングコア等の観察結果を用いて説明すること。
・重要な安全機能を有する施設側面のシームS-11の周囲
の岩盤性状
・変状が生じていないcf-3断層に切断された箇所以深の
シームS-11の周囲の岩盤性状
・変状が生じている風化部の岩盤性状

2021.10.28ヒアリング
2021.12.8ヒアリング
2022.3.3ヒアリング
2022.3.22ヒアリング
2022.4.22会合

S2-145 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第986回会合 2021年6月25日

シームS-11について，深部のシームと地表付近のシームと
を分けて基準適合性を判断するのではなく，シームS-11を
一体として，規則の解釈別記1に照らして将来活動する可
能性のある断層等に該当するか否かを評価し説明するこ
と。また，両者を分けて評価するのであれば，地表付近の
シームと深部のシームについて，名称，表現等を再考する
こと。
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S5-51 津波 日本海東縁部 第994回会合 2021年7月30日

日本海東縁部の波源モデルの傾斜方向・傾斜角のうちパ
ターン６の水位が保守的であるという説明に関して，例えば
パターン５を想定波源域の範囲内で東側に平行移動した
ケースの追加検討を行うなどにより，パターン６の保守性を
示すこと。

2021.10.7ヒアリング
2021.10.15ヒアリング
2021.11.25ヒアリング
2021.12.24会合

S5-52 津波
三陸沖から根

室沖
第994回会合 2021年7月30日

三陸沖から根室沖のプレート間地震に伴う津波の基準波源
モデルのうち，基準波源モデル①-2については，最大水位
上昇量，最大水位下降量ともに，基準波源モデル①-1など
他のモデルを下回ること等を踏まえると，影響検討する過
程において確認したモデルという位置付けで十分であると
考えられる。基準波源モデル策定の手順，考え方，想定波
源域の設定フロー等について記載の適正化を図ること。

2021.10.7ヒアリング
2021.10.15ヒアリング
2021.11.25ヒアリング
2021.12.24会合

S5-54 津波
三陸沖から根

室沖
第994回会合 2021年7月30日

大間敷地において，三陸沖から根室沖のプレート間地震に
伴う津波では，上昇側・下降側共に内閣府（2020）の波源モ
デルの方が上回っている。地震による津波全体では，上昇
側は日本海東縁部が上回るものの，下降側は内閣府
（2020）の波源モデルが上回る結果となっている。このよう
な結果となる要因を分析し説明すること。

2021.10.7ヒアリング
2021.10.15ヒアリング
2021.11.25ヒアリング
2021.12.24会合

S5-55 津波
三陸沖から根

室沖
第994回会合 2021年7月30日

内閣府(2020)のすべり量等のモデル化の手法に関する考
え方の取扱い，並びに基準波源モデル①～⑥と内閣府
（2020）の波源モデルの津波高を比較することの位置付け
について説明すること。

2021.10.7ヒアリング
2021.10.15ヒアリング
2021.11.25ヒアリング
2021.12.24会合

S5-56 津波 海域活断層 第994回会合 2021年7月30日

隆起再現断層の想定領域を踏まえ，断層長さが最も長くな
るように約20kmとして評価すると記載しているが，内陸地殻
内地震の審議結果を踏まえた上で評価すること。

2021.10.7ヒアリング
2021.10.15ヒアリング
2021.11.25ヒアリング
2021.12.24会合

S4-3 地震
海洋プレート内

地震
第998回会合 2021年8月27日

補足説明資料に記載しているNoda et al.(2002)を用いた方
法による検討用地震の候補の相対評価について，本編資
料とし，片岡ほか(2006)を用いた検討と並記すること。

今後ご説明予定

S4-4 地震
海洋プレート内

地震
第998回会合 2021年8月27日

補足説明資料に記載しているアウターライズ地震の敷地へ
の影響検討について，本編資料に記載すること。

今後ご説明予定

2021.10.28ヒアリング
2021.12.8ヒアリング
2022.3.3ヒアリング
2022.3.22ヒアリング
2022.4.22会合

S2-149 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第986回会合 2021年6月25日

風化に伴う膨張の証拠について，以下を踏まえ検討し再度
説明すること。
・変状の平面的分布と風化部の厚さとの関係に関して，風
化部が厚いほど膨張量が増え，その膨張率は10%程度であ
れば断層の有無に関わらず風化部の厚さの違いにより，段
丘堆積物の基底面に不陸が生じるはずであるため，断層の
ない場所（露頭）において風化の程度に応じた膨張量と分
布が観察されているのか説明すること。
・資料中に提示された薄片観察結果は，風化に伴う膨張の
証拠とは言えないと思われる。物理現象を理解でき，納得
できる写真があれば提示すること。

2021.10.28ヒアリング
2021.12.8ヒアリング
2022.3.3ヒアリング
2022.3.22ヒアリング
2022.4.22会合

S2-148 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第986回会合 2021年6月25日

変状は強風化部に限定されること，岩盤の風化と膨張には
関連性があることまでは理解するが，資料中に提示された
各種分析データに対して以下を検討した上で，変状が生じ
た要因について再度説明すること。
・Ts-7トレンチ東側法面等は逆断層センスの変位･変形が
生じており，何らかの応力場のもとで圧縮のテクトニックな
運動により生じたように見える。膨張だけで説明するには疑
問が残るため，膨張を根拠とするのは難しいと考えている。
このような観点も踏まえ，観察データに合った要因について
整理すること。
・風化に伴う膨張を主な要因として主張するのであれば，さ
らなる定量的なデータ，科学的な根拠により，説明性を高め
ること。

2021.10.7ヒアリング
2021.10.15ヒアリング
2021.11.25ヒアリング
2021.12.24会合

S5-53 津波
三陸沖から根

室沖
第994回会合 2021年7月30日

三陸沖から根室沖のプレート間地震に伴う津波に関して，
津軽海峡開口部付近沿岸における想定津波群の比較図に
ついて，以下の適正化を行うこと。
・ 大間から大間東岸付近を拡大し提示すること。
・ 産総研DBに示されているイベント堆積物の分布標高も示
すこと。
・ 想定津波群をどのように作成しているのか示すこと。
その上で，以下の分析を行うことにより基準波源モデル③
～⑥設定の妥当性を示すこと。
・ 大間から大間東岸付近では基準波源モデルと内閣府
（2020）の波源モデルの津波水位が同等であること。
・ 岩屋付近及び新納屋から六川目付近では内閣府（2020）
の波源モデルの水位が高くなっていること。
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S4-5 地震
内陸地殻内

地震
第1013回会合 2021年11月5日

地震発生層の下端深さを設定するにあたり，微小地震の発
生状況や他の検討項目について，近隣サイトの審査知見と
比較しても大間付近に地域性があるとは考えられないため
再度検討すること。

2022.1.13ヒアリング
2022.2.7ヒアリング
2022.3.18会合

S4-6 地震
内陸地殻内

地震
第1013回会合 2021年11月5日

F-14断層について，敷地における地震動評価に大きな影
響を与える支配的なパラメータについて分析した上で，基本
ケース及び不確かさケースを再整理し説明すること。
具体的には，地表断層を中心に均等配置した震源モデルを
基本ケースとし，認識論的不確かさとして断層位置，断層
傾斜角，短周期レベル，偶然的不確かさとしてアスペリティ
位置を考慮するとともに，各々の不確かさの影響を分析し
た上で，認識論的不確かさの短周期レベルと偶然的不確か
さのアスペリティ位置の重畳が考えられる。

2022.1.13ヒアリング
2022.2.7ヒアリング
2022.3.18会合

S4-7 地震
内陸地殻内

地震
第1013回会合 2021年11月5日

奥尻三連動の震源断層を設定するにあたり，地震モーメン
トの設定に用いている国交省ほか(2014)は津波評価のため
作成されたスケーリング則であり地震動評価に適用できる
か疑問であり，また微視的パラメータとの整合が取れてい
ない。国交省ほか(2014)を用いるのであれば，長大な活断
層に適用できるスケーリング則に関する知見を整理のうえ，
その妥当性を説明すること。

2022.1.13ヒアリング
2022.2.7ヒアリング
2022.3.18会合

S4-8 地震
内陸地殻内

地震
第1013回会合 2021年11月5日

奥尻三連動の不確かさに関して，アスペリティ位置と敷地に
おける地震動評価との影響分析を行うこと。また，断層上端
に破壊開始点を設定している理由を記載すると共に，破壊
開始点を複数設定したケースも検討すること。更に，長大断
層であることを踏まえ，破壊伝播速度について宮腰ほか
(2003)の知見を踏まえた検討も行うこと。

2022.1.13ヒアリング
2022.2.7ヒアリング
2022.3.18会合

S4-9 地震
内陸地殻内

地震
第1013回会合 2021年11月5日

隆起再現断層の隆起域再現性評価の地殻変動計算に，
Okada(1992)の方法を用いているが，Mansinha and Smylie
等の知見を用いた事例もある。手法の違いによる地殻変動
量の差異の有無，及び地震に伴う地殻変動を説明するた
めに行われた数値シミュレーションの事例を説明すること。

2022.2.7ヒアリング

S4-11 地震
内陸地殻内

地震
第1013回会合 2021年11月5日

隆起再現断層の隆起域再現性の評価基準に関して，「規
模・配置の再現性」の評価基準１と，「隆起速度分布の再現
性」の評価基準２に対する重み付けの考え方，評価基準の
閾値の考え方を説明すること。

2022.2.7ヒアリング
2022.10.6ヒアリング
2022.12.22ヒアリング

S4-12 地震
内陸地殻内

地震
第1013回会合 2021年11月5日

今回提示された隆起再現断層の地震動評価結果に関し
て，西部断層のアスペリティと東部断層のアスペリティの敷
地における地震動評価に対する寄与率を提示すること。

2022.10.6ヒアリング

S4-13 地震
内陸地殻内

地震
第1013回会合 2021年11月5日

標準応答スペクトルに基づく地震動について，内陸地殻内
地震とともに審議するので説明すること。

2021.11.11ヒアリング
2022.1.13ヒアリング
2022.2.7ヒアリング
2022.3.18会合

S5-57 津波
三陸沖から根

室沖
第1023回会合 2021年12月24日

三陸沖から根室沖のプレート間地震に伴う津波の想定波源
域について，検討プロセスを記載する観点から，三陸沖か
ら根室沖のプレート間地震に伴う津波の基準波源モデル策
定のフロー図において，「すべり領域の配置」として，超大
すべり域が２つのケース及び１つのケースについて，「十勝
沖・根室沖から色丹島沖及び択捉島沖のモデル」を追記す
る等，記載を適正化すること。

今後ご説明予定

S4-10 地震
内陸地殻内

地震
第1013回会合 2021年11月5日

隆起再現断層の震源モデルの設定について，地質的に設
定した地表トレース3条，補間的に設定した地表トレース2条
に対して，例えば断層位置，傾斜角，アスペリティ位置と
いったパラメータが隆起再現性に及ぼす影響度や傾向を分
析して図示するなど，隆起が説明できる領域について，代
表性・網羅性の観点から妥当性を説明すること。

2022.2.7ヒアリング
2022.10.6ヒアリング
2022.12.22ヒアリング
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S5-60 津波 海底地すべり 第1023回会合 2021年12月24日

海底地すべり地形の抽出に関して，北海道日高沖に海底
地すべりが示されており，「敷地との距離，位置関係を考慮
すると影響は小さいと考えられる」と記載されているが，「影
響は小さい」とした根拠について説明すること。また，野田・
片山（2013）以降も日高舟状海盆に係る知見が新たに出さ
れていることから，併せて記載すること。

今後ご説明予定

S4-14 地震
内陸地殻内

地震
第1035回会合 2022年3月18日

F-14断層による地震の震源モデルにおいて，基本ケースを
①-1及び①-2としているが，不確かさケースのベースとして
いるのは①-2なので，最終的にどちらを基本ケースとする
のか考え方を整理すること。
また，アスペリティ位置の設定において，基本ケースに含ま
れる地震動評価上の不確かさについて，先行地点の審査
実績を踏まえ，考え方が分かるように整理し，説明するこ
と。

2022.9.5ヒアリング
2022.9.16会合

S4-15 地震
内陸地殻内

地震
第1035回会合 2022年3月18日

F-14断層による地震の断層傾斜角の不確かさを75°として
いる理由について，資料に記載すること。

2022.9.5ヒアリング
2022.9.16会合

S4-16 地震
内陸地殻内

地震
第1035回会合 2022年3月18日

奥尻３連動の地震の断層上端に３点設定した破壊開始点
について，比較対象として破壊開始点をずらした検討を行
い，破壊開始点の位置と地震動評価の関係について分析
すること。
また，アスペリティ中央下端に３点設定した破壊開始点につ
いて，断層下端のそれ以外に破壊開始点を設定したケース
についても検討すること。

2022.9.5ヒアリング
2022.9.16会合

S4-17 地震
内陸地殻内

地震
第1035回会合 2022年3月18日

奥尻３連動の地震の経験的グリーン関数法による地震動
評価に用いる要素地震について，北部セグメントの要素地
震を観測記録が存在しない中央セグメント及び南部セグメ
ントにも展開してよいとする理由を説明すること。

2022.9.5ヒアリング
2022.9.16会合

S4-18 地震
内陸地殻内

地震
第1035回会合 2022年3月18日

奥尻３連動の地震の経験的グリーン関数法及び統計的グ
リーン関数法による地震動評価の比較に関し，長大な断層
であることを踏まえ，長周期側の影響を考慮できるハイブ
リッド合成法による地震動評価を行うこと。

2022.9.5ヒアリング
2022.9.16会合

S4-19 地震
全国共通に考
慮すべき地震

第1035回会合 2022年3月18日

留萌支庁南部地震の地下構造モデルによる補正につい
て，統計的グリーン関数法に用いる地下構造モデルの層を
分割して設定することは，受け入れられないため，先行軟
岩サイトでの審査実績を踏まえ，再度検討すること。

今後ご説明予定

S4-20 地震
全国共通に考
慮すべき地震

第1035回会合 2022年3月18日

留萌支庁南部地震のインピーダンス比により補正した地震
動は，地盤の増幅や減衰を一切考慮していないことから，
この手法の採用可否について再度検討すること。

今後ご説明予定

S4-21 地震
全国共通に考
慮すべき地震

第1035回会合 2022年3月18日

留萌支庁南部地震の基盤地震動の評価において，既に保

守性を加味した最大加速度（水平）620㎝/s
2
を入力している

が，先行サイトでの審査実績を踏まえ，その考え方につい
て再検討を行うこと。

今後ご説明予定

S4-22 地震
全国共通に考
慮すべき地震

第1035回会合 2022年3月18日

標準応答スペクトルに基づく検討において，一様乱数位相
を用いた模擬地震波と実観測記録位相を用いる模擬地震
波から，代表波を選定する際の根拠について，説明するこ
と。

今後ご説明予定

今後ご説明予定

S5-59 津波
三陸沖から根

室沖
第1023回会合 2021年12月24日

基準波源モデル①～⑥と内閣府(2020)モデルの比較のまと
め等の記載について，両モデルに対する分析結果を踏ま
え，記載を適正化すること。

今後ご説明予定

S5-58 津波
三陸沖から根

室沖
第1023回会合 2021年12月24日

基準波源モデル①～⑥と内閣府（2020）モデルとの比較・分
析について，時刻歴波形，パワースペクトル，スナップショッ
トによる分析結果を有機的に用いて要因分析に関する説明
を加えるとともに，以下を適正化すること。
（新納屋～六川目付近）
・最高水位が出ている時間付近のスナップショットを追加す
ること。
・青森県から北海道沿岸の閉鎖領域において，青森県沖の
大すべり域のすべりによる水位変動の増幅がみられ，それ
が増幅しているため後続波が最大水位になっていること。
（岩屋付近及び大間東岸～易国間付近）
・これら付近の水位が大きくなるのは，各地点の立地特性
や海底地形の影響等で励起された20分～30分程度の周期
の影響であること。
・内閣府(2020)による津波は，青森県沖の大すべり域の影
響が大きく，波長の長い津波が伝搬するため，大間崎を回
り込んだ大間崎以西の水位減衰傾向が小さくなること。



(25/27)
2023年5月18日現在

大間原子力発電所　審査会合における指摘事項について（地震・津波関係）

コメント内容 回答日
旧
No.

No. 分野 項目 指摘場所 指摘日

S2-150 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第1043回会合 2022年4月22日

シームS-10が地下深部へ連続しないことについて，敷地外
で盆状構造に分布する根拠となるデータを再度整理した上
で提出すること。

今後ご説明予定

S2-151 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第1043回会合 2022年4月22日

シームS-11の評価対象領域について，シーム（粘土質の薄
層）有りの部分のみとしているが，シーム（粘土質の薄層）
無しの部分も含めてシームS-11全体を評価対象領域として
考慮すること。
また，重要施設を通るシームの分布の地質断面図（南北方
向X-X'）等についても修正すること。

2022.10.24ヒアリング
2022.12.15ヒアリング

S2-152 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第1043回会合 2022年4月22日

シームS-11を含む細粒凝灰岩（FT5-3）の層準についての
区分①シームS-11有り（粘土質の薄層有り），②シームS-
11なし（細粒凝灰岩有り），③シームS-11なし（細粒凝灰岩
なし）について，資料内での整合・不整合という観点で確認
すること。

2022.10.24ヒアリング
2022.12.15ヒアリング

S2-153 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第1043回会合 2022年4月22日

変状は第三条の評価対象外ではないので，シームS-11全
体として評価すること。
・シームS-11について，将来活動する可能性のある断層等
の評価対象として，深部と地表付近とを別々の条文への適
合性を示すのではなく，全体として活動性の観点で評価し，
基準の第三条への適合性についての説明をすること。
・また，変状の成因について，膨張を根拠とする説明ができ
ないので，テクトニックかノンテクトニックかに関わらず，第
三条への適合性の観点で説明をすること。

2022.10.24ヒアリング
2022.12.15ヒアリング

S2-154 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第1043回会合 2022年4月22日

シームS-11の深部と地表付近の識別について、cf-3断層
による切断箇所で区分することを軸として考えること。また，
pd系の分布検討に意味があるか疑問であることから，ps-1
をメインとして考えること。

2022.10.24ヒアリング
2022.12.15ヒアリング

S2-155 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第1043回会合 2022年4月22日

深部と地表付近のシームS-11の活動性評価について，そ
れぞれの章に説明が散在しており規則に照らした評価と
なっていない。下記の観点で整理すること。
1)深部と地表付近のシームを何処で分けているか？ 何を
目的にどのような調査を行い，どのような結果が得られ，ど
う評価したかを記載すること。
2)重要施設基礎地盤側面のシームS-11について，調査･分
析項目を明らかにして，必要に応じて追加データを補強し，
どのように評価したかを記載すること。
3)これらを踏まえて総合評価を行い，シームS-11全体とし
て基準への適合性を示すこと。

2022.10.24ヒアリング
2022.12.15ヒアリング

S2-156 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第1043回会合 2022年4月22日

重要施設側面に分布するシームS-11付近の岩盤性状につ
いて，現状はデータを羅列しているように見える。風化に対
する評価として，地質技術者が風化部と新鮮部の識別をし
たとの説明であるが，色彩値，XRD分析結果なども検討し
ているので，評価の指標として取り入れること。
以上を踏まえ，重要施設側面に分布するシームS-11につ
いて，活動性の観点から整理して示すこと。

2022.12.15ヒアリング

S2-157 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第1043回会合 2022年4月22日

風化部の定義を明確にすること。
風化部については，強風化部と弱風化部を区分している場
合と，区分していない場合がある。このような違いについて
説明すること。

2022.12.15ヒアリング

S2-158 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第1043回会合 2022年4月22日

変状は強風化部に限定しているという主張の根拠として，
側壁に分布しているシームS-11が，cf-3断面で切られてい
る様子を，三次元的に位置関係を示す図を工夫するなどし
て明確に示すこと。

2022.10.24ヒアリング
2022.12.15ヒアリング

S2-159 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第1043回会合 2022年4月22日

重要施設側面に分布するシームS-11が風化部中に分布し
ていないことの確認のため，燃料補助建屋のN-S断面を追
加すること。

2022.12.15ヒアリング

S2-160 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
第1043回会合 2022年4月22日

シームS-11の最新面のSEM画像での試料上の鉱物につい
て，シームが中新世に動いた後に動いていない重要なデー
タとなる可能性があるため，沸石等の種類，生成温度，熱
水の性質，周囲の変質との調和など，地質学的なデータを
整理して示すこと。

2022.12.15ヒアリング
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2023年5月18日現在

大間原子力発電所　審査会合における指摘事項について（地震・津波関係）

コメント内容 回答日
旧
No.

No. 分野 項目 指摘場所 指摘日

S8-1 品質保証 審査資料の誤り 第646回会合 2018年10月26日

審査資料の誤りについて，これまでに審査会合で審議され
た敷地の地質･地質構造，敷地周辺の地質･地質構造，津
波，及び地下構造の各分野の審査資料へ水平展開により
確認し，誤り等があれば報告すること。

2019.2.12ヒアリング
2019.3.11ヒアリング
2019.4.5会合

S8-2 品質保証
設置変更許可
申請書の誤り

第983回会合 2021年6月11日

今回の資料に記載されている再発防止策を徹底し機能させ
た上で，今後，審査会合資料の提出にあたっては，記載の
誤りが生じないように十分注意・確認すること。

2021.6.11会合

S8-3 品質保証 審査資料の誤り 第1043回会合 2022年4月22日

今回の審査会合資料やヒアリング資料で誤記を繰り返し
た。これまでに審査会合で２回ほど誤記についての原因と
再発防止策の説明を受けたが，これらの有効性を検証し，
原因と再発防止策について説明すること。

2022.5.12ヒアリング
2022.7.4ヒアリング
2022.7.15会合

S4-23 地震
内陸地殻内

地震
第1073回会合 2022年9月16日

F-14断層による地震の基本ケースについて，第1035回会
合から考え方を変更したことについて，その考え方が分か
る資料構成とすること。

2022.12.8ヒアリング

S4-24 地震
内陸地殻内

地震
第1073回会合 2022年9月16日

F-14断層による地震について，第1035回会合の基本ケー
ス①-1を事前検討とし，基本ケース①-2を基本ケースとす
る考え方もあるため改めて説明すること。
また，断層位置の不確かさケースとして，地表断層の中心
を基準に均等に配置したアスペリティの西端を基準に断層
面を置いた第1035回会合の不確かさケース，等価震源距
離が最短となる位置に断層面を設定した第1073回会合の
不確かさケース，アスペリティの西端と断層面の西端を合
わせたケースも考えられる。
これらについて，地震動評価における短周期側の地震動の
観点を含めて整理し，どのようなケースを不確かさとして考
えるのか説明すること。

2022.12.8ヒアリング

S4-25 地震
内陸地殻内

地震
第1073回会合 2022年9月16日

F-14断層による地震の基本ケースのアスペリティの位置，
特に深さ方向の位置の設定において，あらかじめ不確かさ
を考慮するのであれば，その主旨が分かるよう記載するこ
と。

2022.12.8ヒアリング

S4-26 地震
内陸地殻内

地震
第1073回会合 2022年9月16日

F-14断層による地震の断層傾斜角の不確かさを75°として
いる根拠について，横ずれ断層としての設定の考え方を記
載すること。

2022.12.8ヒアリング

S4-27 地震
内陸地殻内

地震
第1073回会合 2022年9月16日

奥尻３連動の地震について，M-Δ図による検討用地震の
選定を行い，単体モデルや２連動ではなく，長大な活断層
である３連動を検討用地震として選定したプロセスを示すこ
と。

2022.12.8ヒアリング

S4-28 地震
内陸地殻内

地震
第1073回会合 2022年9月16日

奥尻３連動の地震における破壊開始点をアスペリティの下
端，側方あるいは上端に設定する考え方もあるところ，アス
ペリティ下端に設定することについて，断層と敷地との位置
関係の立地特性を踏まえた選定理由を記載すること。

2022.12.8ヒアリング

S4-29 地震
内陸地殻内

地震
第1073回会合 2022年9月16日

奥尻３連動による地震の長周期への影響評価に関し，ハイ
ブリッド合成法に用いた理論的手法の図を示すとともに，経
験的グリーン関数法による地震動評価結果を採用する妥
当性について説明すること。

2022.12.8ヒアリング

S2-161 敷地地質
後期更新世に

生じた変状
現地確認 2022年11月7日

シームS-11は後期更新世以降に活動している箇所が認め
られるため，基準への適合性についてはシームS-11を一体
として説明するとともに，事実の整理のために変状を生じて
いる領域と変状を生じていない領域を同定し，その整理結
果を示すこと。

2022.12.15ヒアリング
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2023年5月18日現在

大間原子力発電所　審査会合における指摘事項について（地震・津波関係）

コメント内容 回答日
旧
No.

No. 分野 項目 指摘場所 指摘日

S8-4 品質保証
解析データの入

力ミス
第1117回会合 2023年2月24日

入力データシート及びエコーバックの出力値について，エビ
デンスとしてシートのコピーを添付すること。
その上で，地震動解析業務プロセスでの入力ミスの防止・
検出としてチェック機能が有効に働かなかったことの原因と
それに対する是正処置について，下記の観点から分析し説
明すること。
１） 応答スペクトルの長周期のレベルの違和感について審
査官から事実確認を受けたのにも関わらず，事業者が入力
データを再確認しなかったこと。
２） 事業者が入力データを再確認するよりも先に，委託先
に別の手法での計算を依頼したこと。
３） 事業者による委託先の業務管理及び品質管理に問題
があると考えられること。
４） 委託先の解析担当者が計算機プログラムへｍ単位で入
力せず，入力データシートに記載のｋｍ単位のままで入力し
てしまったこと。
５） 委託先のチェック担当者が入力ミスを検出できなかった
こと。

2023.4.13ヒアリング
2023.5.18ヒアリング（予定）

S8-5 品質保証
解析データの入

力ミス
第1117回会合 2023年2月24日

地下構造，地震動，津波の点検において，ルール・手順が
守られていることと，数値解析のデータに誤りがないかを確
認すること。
また，点検結果を踏まえ点検範囲が広がる場合や点検を
行う過程で追加する項目がある場合は，柔軟に見直しを
行った上で点検を実施すること。

2023.4.13ヒアリング
2023.5.18ヒアリング（予定）

：回答済み

コメントNo.の凡例
(1列目)＿H：ヒアリングでのコメント，S：審査会合及び現地調査でのコメント
(2列目)＿R：論点，1：敷地周辺地質，2：敷地地質，3：地下構造，4：地震，5：津波，6：火山，7：地盤・斜面，8：品質保証


